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令和元年第３回美郷町議会定例会

議事日程（第３）

令 和 元 年 ９ 月 ９ 日

午 前 １ ０ 時 開 議

日程第１ 一般質問

７番 富井 裕瑞 議員

１．公聴会について

２．スーパー公務員について

３．美郷トンネル開通について

４番 川村 義幸 議員

１．田代小学校の廃校後の利用について

６番 黒田 仁志 議員

１．本町の災害時の対応とＩＴ利活用について

２．本町の教育とＩＴ利活用について

日程第２ 議案第 49 号 町道路線の認定について

質疑、討論、採決

日程第３ 議案第 50 号 美郷町森林環境譲与税基金条例

質疑、討論、採決

日程第４ 議案第 51 号 美郷町景観条例
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質疑、討論、採決

日程第５ 議案第 52 号 美郷町使用料徴収条例の一部を改正する条例

質疑、討論、採決

日程第６ 議案第 53 号 美郷町手数料徴収条例の一部を改正する条例

質疑、討論、採決

日程第７ 議案第 54 号 美郷町公の施設条例の一部を改正する条例

質疑、討論、採決

日程第８ 議案第 55 号 美郷町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を

改正する条例

質疑、討論、採決

日程第９ 議案第 56 号 美郷町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部

を改正する条例

質疑、討論、採決

日程第 10 議案第 57 号 美郷町立幼稚園条例の一部を改正する条例

質疑、討論、採決

日程第 11 議案第 58 号 平成 31 年度美郷町一般会計補正予算（第 2号）
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質疑、討論、採決

日程第 12 議案第 59 号 平成 31 年度美郷町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第１号）

日程第 13 議案第 60 号 平成 31 年度美郷町介護保険事業特別会計補正予

算（第２号）

日程第 14 議案第 61 号 平成 31 年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計

補正予算（第１号）

日程第 15 議案第 62 号 平成 31 年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予

算（第２号）

日程第 16 議案第 63 号 平成 31 年度美郷町農業集落排水事業特別会計補

正予算（第１号）

日程第 17 議案第 64 号 平成 31 年度美郷町国民健康保険診療所事業特別

会計補正予算（第２号）

日程第 18 議案第 65 号 平成 31 年度美郷町国民健康保険病院事業会計補

正予算（第２号）

一括質疑、一括討論、個別採決

日程第 19 認定第 1 号 平成 30 年度美郷町一般会計歳入歳出決算認定に

ついて

日程第 20 認定第 2 号 平成 30 年度美郷町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算認定について
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日程第 21 認定第 3 号 平成 30 年度美郷町介護保険事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第 22 認定第 4 号 平成 30 年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計

歳入歳出決算認定について

日程第 23 認定第 5 号 平成 30 年度美郷町簡易水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について

日程第 24 認定第 6 号 平成 30 年度美郷町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算認定について

日程第 25 認定第 7 号 平成 30 年度美郷町国民健康保険診療所事業特別

会計歳入歳出決算認定について

日程第 26 認定第 8 号 平成 30 年度美郷町国民健康保険病院事業会計決

算認定について

総 括 質 疑

決算等審査特別委員会設置

特 別 委 員 の 選 任

委 員 会 付 託

正 副 委 員 長 の 報 告
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会 議 録

令 和 元 年 ９ 月 ９ 日

午 前 １ ０ 時 開 議

【事務局長 小田 広美】

「一同起立・礼」おはようございます。お座りください。

【議長 甲斐 秀徳】

改めましておはようございます。定例会３日目であります。本日もよろしくお願

いをいたします。

きょうは、残された３名の一般質問であります。

一般質問を野球で例えますと、質問者がピッチャー、バッターが町長と。余り変

化球ばっかり投げないで、時たま打たせて取るくらいの要領でやっていただきたい

なというふうにも考えておるところでございます。アンパイアは私ですので、時た

まアンパイアから注意を受けないよう質問をやっていただきたいというふうに思い

ます。

【議長 甲斐 秀徳】

ただいまの出席議員は１１名であります。

金丸吉昌地域包括医療局総院長から診療業務のため欠席の申し出がありましたの

で、これを受理いたしました。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程表のとおりであります。

上着を脱ぎたい方は脱ぐことを許します。

広報用の写真撮影の申し出がありましたので、これを許可しました。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第１ 一般質問。

今回、一般質問の通告のありました議員は９名であります。

金曜日６名の質問を終えていますので、本日は残り３名の一般質問を行います。

【議長 甲斐 秀徳】

通告順に質問を許します。

７番、富井 裕瑞議員の登壇を許し、１問目の発言を許可します。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。
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【７番 富井 裕瑞】

お許しが出ましたので、今回３問ほど質問をさせていただきます。よろしくお願

いします。

最初に、議会改革の一環として公聴会を今、行っておりますけれども、議会だよ

りの５１号に記載のとおり６月２８日に農業委員の皆様から御意見をいただきまし

て、耕作放棄地、遊休地の現状課題等についてお伺いしたところでございます。

まず、１番目の農地中間管理機構についてお伺いしたいと思います。

１番目、農地は貸し手がいても借り手がいないと。そして、農地を世話してほし

い人がいても土地を買いたくても手に入らない状況があると。農地中間管理機構は

貸し手と借り手は決まった状態でないと預かってもらえないというような意見があ

りまして、美郷町の農地バンク制度は今、機能しているのかということと、このよ

うな現状をどういうふうに打開していくのかということで、町長にお伺いしたいと

いうふうに思います。よろしくお願いします。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁を許します。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

おはようございます。

私がバッターということでそうなっておりますけど、空振りはいいということで

ありますが、見逃しはだめということであれば、いっぱい空振りをしたいと思いま

すので、いい球を投げれば当たるかなあというふうに思いますので、よろしくお願

いいたします。

農地中間管理機構についてでありますが、平成３０年度実施の本町農業委員会調

査資料によりますと、耕作放棄地が２００筆１２．６ヘクタール、そのうち再生利

用可能な遊休農地が２６筆１．７ヘクタール存在いたします。

また、農地中間管理機構は、平成２６年度から開始された農地中間管理事業の推

進に伴い、指定機関として設置されたものであり、その目的は、農業経営の規模の

拡大、耕作の事業に供される農用地の集団化、農業への新たに農業経営を営もうと

する者の参入の促進等による農用地の利用の効率化及び高度化の促進を図り、もっ

て農業の生産性の向上に資することであり、本町においても当該事業を活用し、８

２件１０．６ヘクタールの農地の賃貸借が実績として上っております。

しかし、当該事業の基準としまして、貸し付けが見込まれる農地であること、機

構への貸付期間は原則１０年以上であること、借り手側が認定農業者、基本構想水

準到達者などの担い手であることなどの条件が設けられております。

そのため、事業目的である農地の集約等についての対象基盤の減少が課題となっ

ているのが現状です。

このような現状を踏まえまして、今後、遊休農地が荒廃していかないように中山

間地域等直接支払いに係る集落協定のさらなる充実を推進して、地域で農地を守る
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ことを推奨していこうと考えておるところであります。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁が終わりました。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

先ほど、アンケートが出回っておりますけれども、もう私はすぐ書いたんですけ

れども、全体的に集計が終わったころですかね、まだですかね。

その結果についても、どのように判断しているのかということもお聞きしたいと

いうふうに思います。

中間管理機構というものの趣旨はわかるんです。今、町長も言いましたようにい

ろいろな制限というか、入ってないとできないもの、認定農家でないとできないと

いうような貸し手、借り手の関係もありますけれども、現状、作付をしようとして

いる方がもういっぱいいっぱいだということで、以前にも話したように畜産農家は

もう今、ＷＣＳをやっておりますけれども、条件のいいところを選んでやっている

ような状態になりつつありますし、もう私もそういうふうに制限せにゃいかんよう

な状態になっております。だから、飼料作ですかね、そういうのに転換、作付高に

応じて交付金が来るというようなやつに今、変わろうとしてますよね。

だけど、普通作の方から見ますと、その作付状態を見ますと、つくればいいっち

ゃないかというような感じで普通作と飼料稲をつくっている方との比較をしますと、

雑草のぐあいとか、ぱっと見てわかると思いますけれども、ちょっと作付辺の状態

が悪いですもんね。つくれば補助金が来るというような感じの人もおられるという

ふうに思いますけれども、そこいら辺の町の指導も含めて、再度、お聞きしたいん

ですけれども、どういうふうな考えで持ってるんでしょうか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

作付で、最初、ＷＣＳ、普通作の中で非常に管理が違うと。「何でこんげでいいと

と。それでこんだけ補助金をもらうと」という話があって、余りにもおかしいじゃ

ないかという話の中でチェックが入ったということで、こんげしてぴしゃっとせん

と補助金が出ませんよという形になって、今ある程度、そういう形になっているの

かなあという気がしております。

この中間管理機構は、ある程度、この中山間地域でもある程度、有効活用はでき
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るとは思いますけど、平場の農業ですよね。それと、こちらの農業というか、少し

合わんちゃないかという部分があります。

ですので、うちとしてはこういうできレースというか、こっちとこっちがおって

初めて中間管理機構に行って、中間管理機構のほうは、「これ、ちゃんとなっとっと

ですよね」という話の中でしていくということで、結局、こういう貸し手がおって、

こういう借り手がおってという話で、中間管理機構が出てきてやるわけではないと

いうふうに、私は認識しております。もうできた分をお願いしますという形でやっ

てるのかなあと。

ですので、今後やっぱりいろいろな形の中で、遊休農地、また富井議員、後で聞

くと思いますけど、法人とかそういう形になってくるということで、きのうちょっ

とうちの若宮の人たちと話した中で、「どんげするか」という話をしたところ、今、

それこそ組合がありますので、そこにテコ入れやらをして、どのくらいのトラクタ

ーやらが鉄くずみたいな形で置いてあっちゃろかいという話です。そんげなのをど

んどん借り入れて、やっぱりやっていくしかないんじゃないかと、一番、手っ取り

早い部分で。

だから、畜産農家としては、もう手いっぱいと。どんどんどんどんお願いします

という人がふえてくると。そこの中で、何が一番有効な政策なのかという部分をや

っぱり考えていかなければならない。そのために、政策推進室の立ち上げという部

分もあります。

ですので、早急に答えが出てくるわけではありませんけど、そういう方向を手っ

取り早く取りつける部分と、最後にはこうするという部分の物語の中でやっていく

しかないのかなあというふうに思っております。

先ほど、富井議員が言った普通作とそのＷＣＳの部分はそういう形で、ある程度、

うまくなってるんじゃないかなと。

ことしの場合、なかなかＷＣＳ刈れません。もうこういう天候でトラクターも入

っていけませんので、また、普通作と重なって畜産農家の方はえらいな目に遭うん

じゃないかなという気はしておるところです。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

そうですね。ことしは天候不良で、私も早期水稲と普通作はもう一緒になるんじ

ゃないかと。

それから、委託されておるところの方がいもちとかいろいろな病気にかかって、

これで交付金が出るんだろうかと。「薬を振りたいっちゃけど」と言うけど、もう薬、

振ってくれるなとも、もう晴れたらすぐ刈るから薬を振っとったら困ると。私はち

ょっと抑えてもらってるんですよ。本当はこういうのもあんまりよくないかもしれ

んけど、もう刈りたくてたまらんとに、この天候不順で刈れないというような状態

ですね。

ＷＣＳとその飼料米のほうはちょっと違ってきて、飼料米は耕作者自身にはね返

ってくるんですよね。作付状況によって。ＷＣＳの場合は、畜産農家にある程度、
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してもらって、状況やらの写真を撮って交付金が来るという形ですので、ちょっと

違うんですけれども。とにかく、もう天候がこういう状態ですので、もう待ったと

いうことで、待ってくださいということで、今、お頼みしているんです。

先ほど言いましたように、集計はまだということで、そして集計がわかり次第、

私たち議会人にもお示ししていただけるのかということをちょっとお尋ねします。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

今、あのアンケートをとってまだ集計までできてないということなんですが、集

まって集計ができ次第、そういう部分は公表するということが原則かなあと思って

おりますので、でき次第ということで、議会の皆様にも示したいと、そう思ってお

るところでございます。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

関連がありますので、②番目の農業法人化の取り組みについて、伺います。

よろしいですか。

先ほど言いましたちょっとうれしい話で、１点は、ブロイラーの方が農地を世話

してほしいと。ブロイラーですので大きい土地じゃないと、まとまった土地じゃな

いとハウスというか畜舎建設にもある程度の広さがあると。やる気があるのに、ち

ょっとまとまった土地がないと。ブロイラーですので、民家ではちょっとぐあいが

悪いと。そういうことで探してほしいというような意見もありましたので、そこい

ら辺の候補地があれば、斡旋していただければというふうに思います。

それでは、農業法人について、お伺いしたいというふうに思います。

ここでも後継者育成について協議しているが育っていないと。具体策がない状態

であると。

２番目には、今は担い手がいても５年後、１０年後には耕作者がいるかどうか対

応策をどう考えているのかということ。

それから３番目に、農業法人がないと農地を守るのは難しいのではないかといっ

た意見が出されております。

町長も公約の中に、私、こういうものを持ってますので、公約の中に、「農業生産

組織（農業法人）などの設立」を挙げております。再度、アンケートを踏まえて、

大体の情報が入ってるでしょうから、要望の強い分野で法人化の具体策を考えてい

るのかということで、お伺いしたいというふうに思います。
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【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

ちょうど選挙に出るときに約束事項として、農業生産組織、農業法人などの設立、

そして括弧して農地の維持、生活環境の維持ということで、結局、農地を守る、守

ることが生活環境もよくするという２つの中で、やっぱり農業生産組織をどうかし

てつくりたいと。

今、それぞれの地域でそういう中山間の直接支払いのその組織はあるんですが、

その中といろいろな形で受託等々でやってます。

また、北郷辺には「さるまっこ」とかそういう生産法人がいまして一生懸命、守

っているところでありますが、それもなかなかもう難しいという部分に差しかかっ

てきたということでありますので、ちょっとうちのほうとしては、私のほうとしま

しては、先ほど、言いましたように政策推進室をつくって、どんげしようかねとい

うことでここで協議をさせておりますが。

今、ＪＡファームさんをどうかして動かせんとかという話で、株式会社ＪＡファ

ーム日向美郷支社設立検討委員会なるものを、向こうとこっちで農協さんとやって、

ここでどうかしてそういうものができないか検討をしてみないかという部分で、一

生懸命。美郷だけでやっても、ちょっと分が悪いというか、人的とかそういういろ

いろなものが。

ＪＡファームが、もしそういう形で組織ができれば、ある程度、先が見えてくる

んじゃなかろうかと。ＪＡファームは余りにも大きな、いっぱい仕事を持ってます。

本当に黒字の部分をちゃんと見れば、育苗くらい、あとは全部、赤字と。

その中で、うち、そこの堆肥センターやらを任せてますので、あちらから言わせ

ると、早くやめたいという考え方です。それをやめてもらったら、また大変なこと

になると。堆肥の循環というかそういう部分がいっぱいありますので、そこ辺も検

討しながら、この検討委員会の中でそういう回るというか、ことができないかとい

うことで、ちょっとＪＡ組合長入れて、ちょっと真剣に今後どうなるかということ

も予想しながら考えようやという話を持たせていただきました。

それで、「検討していく」と。検討した結果がどうなるかはちょっとわかりません

が、もしできなかったら次の手という部分を考えていくしかないんですけど、今は

ＪＡファームと協働で何かそういう美郷支社なるものができないかということで検

討を進めております。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

ちなみに、ちょっと気になりましたけど、細かいことって言わるるとちょっとあ
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れなんですけど、ちなみに「農業法人など」と書いてあるもんですから、「など」と

いうのは何を指して「など」というんだろうかなあと思って、公約の中に。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

「など」というのは、法人がいいのか、例えば、会社でつくったほうがいいのか、

受託みたいなものでつくったほうがいいのか、いろいろな設立の仕方というかつく

り方はいっぱいあるじゃろうと思うもんで、「など」と。そういう法人もある、こう

いうのもある、こういうのもある、今の言うこういう形でそのＪＡファームさんと

つくり上げても、だから、そのつくり上げる組織の形態のことで、私は「など」と

しました。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

ＪＡが、このたび１３日に私、ちょっと３時ころから暇をもらえんじゃろうかと

言ったっちゃけど、ちょっと議会中なのでちょっと断りましたけど。令和元年度日

向地区認定農業者連絡協議会の総会と研修会があるんですけれども、３時からあっ

て、講演が、研修会が３時からあるんですけど。

宮崎、日向にも頑張っている方がおられると。水産で行くと綾町がヒラメか何か

やっていて、生産から販売までやってると。日南のほうも何か有名なところがあり

ますけれども、今度の講師の方は営酪、鶏か何かやっていて、門川に加草か何かで

やっている方だと思うんですけれども、池田英勝さん、ちょっと存じ上げないんで

すけど、その方と、井上農園と、この方は宮崎の方かはわからんけども、門川の方

が講師をするということで、ちょっと聞いてみたかったんですけども。

ＪＡもやはり六次産業化をやっているということで、町長がおっしゃったように

取り組んでいるんだなあと思って、聞きに行きたかったんですけど。興味深くて、

トリだから、今、美郷で取り組んでいる地頭鶏、何か岸上にまた前みたいに在庫が

ちょっとずつふえているような感じで、そして、肉が売れない状態が続いてるとい

うような話を聞きますけれども。

そして、一生産者が経営状態かどうかわからないんですけれども、やめるような

話もしておりますので、だからそこいら辺での販売ルートも、思ったようによくな

いんじゃないかなあと、販売も。そういう話を聞きますので、六次産業化で成功し

ている人もいるんですけれども、そこいら辺でどうなのかなあというふうに思うん

ですけれども、そこいら辺をお伺いしたいというふうに思います。
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【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

クリやらで言えば、はな恵さんのところですよね。いつも通るときにあそこを見

ると、車がかなり、だからメールやらで社長さんに「千客万来ですばらしい経営者

ですね」と言ったら喜んで、本当になるんですよね、あそこの場合、栗きんとんが。

考えてみると、伸びしろはいっぱいあると。ただ、それのやり方ということで、

餡だけの部分じゃなくて、その餡を利用してお菓子にしていくと。そういう形をま

だまだとれば、非常に上がってくると。

まつり宮崎で御当地グルメコンテストということで、クリいっぱいかき氷という

部分で出したんですけど、スイーツの部分で４票差で第３位ということだったんで

すよ。だから結局、そういう部分でクリといえば割と日之影とかいう頭があるんで

すけど、うちのほうも立派なものがあって、どんどんどんどん認知度を高めてきて

ますので。

そして、どうしても遊休地辺に思いをはせると、山つき辺はやっぱりクリやらで

いいっちゃないかなあという部分で思ってます。どうしても及ばんとこは。全部が

全部、クリでいいとかという話じゃありませんけど、そういう部分で今から先もや

っぱりクリは和菓子の部分では小豆とクリというのは代表的な和菓子の材料餡とい

うことでなっていくんではなかろうかというふうに私は思うし、期待をしておりま

す。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

クリもいいんですけれども、やっぱりこれも高齢者、歳並みに勝てませんで廃業

になっている方も大分おりまして。価格は安定してるんだけども、一つ一つ１０円、

２０円じゃと思って拾いよった時代と、これが「おみてな、おみてな」と思って、

集めれば集めるほどおみてなって、かたげて持っていくのに苦労すると。これ、や

めてますし。

シシは、もう網があるから最近よくなったんですけれども、サルがおるもんだか

ら、あれが枝を折ったり根こそぎ倒したりしますので、もうあれで生産意欲がなく

て、切り倒してスギに植林している方もおります。残念なことでありますけれども。

シキミに変える方もおられます、軽いから。

それはいいんですけれども、栗処さいごう、それとはな恵の話が出ましたけれど

も、そこを指導してくださったカラオケの好きな人がおったですがね、餡子をつく

る。ちょっと名前は忘れたんですけど。餡子をつくる方がおられたんです。最初に

機械好きの方ですね。ボンゴに乗って、あの人、最近、テレビにも出ました。ちょ
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っと名前は忘れたんですけれども。あの方は有名なんですけれども、一生懸命、は

な恵の。けんかになってはな恵のところを出ていったんですけどね。あそこ、はな

恵は今、商売でよくなったんですけど。

本当にやる方は、成功している方は御苦労さんということでありますけれども、

あそこを経営している方も生産者に利益が上がるように高くで仕入れて、売るとき

は高くで売らないから利幅が少なくて苦慮している状態でございます。

私の尊敬する方が、ああいう起業をしていただいて、今も活躍されて中心的な人

でございますけれども、名前は御存じと思いますけれども、本当、バイタリティー

のある方で、昔、公務員だった方でございますけども、一生懸命、頑張っておるん

ですけれども、本当にすばらしい人だと思います。ああいう方が、後でスーパー公

務員の話をしますけれども、立って引っ張っていただければありがたいというふう

に思っております。

それでは、その関連がありますので、最後の③番目の機械導入補助事業について

お伺いしたいというふうに思います。

よろしいですか。

これも、議会だよりの５１番、公聴会での話でございますけれども、現在、受託

作業をしているが、機械の更新に多額の資金がかかると。組織でできるような仕組

みが必要であるという意見がありました。

この機械導入についてお伺いしますけれども、現行では個人で機械導入補助事業

を受けるには基本的に最大で３分の１と、３３％と。組合とか集落団体で申請すれ

ば３分の２と。補助事業が受けられればですけれども。

中山間地のモデル事業法人対策とか、仮名ですけど。新規に立ち上げて国とか県

とか大きな資金の助成を受けられるような組織づくり、先ほど言いました六次産業

化です。

予算の説明資料にも農業生産組織育成強化費で４４万円と、六次産業化推進事業

費で１８８万３，０００円と上げられております。

国では棚田地域振興法とかいうのが成立しましたですね。衆議院の江藤さんもこ

の前、行ったとき、これ、人口減少、高齢化対策に役に立つのではないかというよ

うな話をしておりました。新聞にも載っていましたけれども。

町は、この機械導入と六次産業とこの棚田地域振興法を使って、地域とか集落等

にどのような計画をしているのか、する計画があるのかということでお伺いしたい

というふうに思うんですけれども、いいですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

御存じのように、今、町が持っている補助事業関係はおっしゃったような形で県

単、いろいろな形と合わせてやっていきたいと。

そしてまた、振興法を熟読してるわけではありませんけど、どういう形で出てく

るのか、そこ辺がまだ私の部分ではわかっておりませんけど、そういう利用の勝手

がいいというか、そういう部分については、どんどんどんどん考えていきたいとい
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うふうに思うところであります。

ただ、今、農林振興課に言ってるのは、機械が１０年と、１０年経たないと変え

られませんよという話で動いておりますので、ちょっと１０年、例えば、全然、使

わなかったら２０年も３０年もいいわけですけど、畜産は本当に使って、大体、耐

用年数が８年くらいのそこ辺で消耗してしまうっちゃないかという部分で、結局、

その使い方というか、大体、トラクターの何十時間くらい使えばだめなのかという

部分はやっぱり出てくるかなあという部分で考えたときに、それがやっぱり耐用年

数が８年くらいになるっちゃないかという部分であれば、１０年という部分を８年

に短縮して更新をかけられるとか、そういう形で少し検討していってくれないかと

いうことで、ちょっとそういう形で投げかけている部分もあります。

ですので、いろいろな形の県の事業とか、またこちらの単独の部分とかそういう

部分を合わせて、やっぱり何を想定してこの機械導入という部分を言ってるのかな

と思ったら、やっぱりトラクターかなという部分が頭にありますので、やっぱりト

ラクターが一番もとになって、ほかのアタッチメントはそんなに毎日、毎日という

部分はないでしょうから、トラクター辺を考えたときにそういうことで、できない

かなあということで思っているところであります。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

トラクターで言いますと、減価償却というかあれは、機械は７年ですかね。８年。

７年ですよね。アワー数で行きますと、やっぱり１，５００くらい超えると機械の

音がもう大分ガラガラといいます。そうすると爪の交換が１５０時間くらいであっ

ても爪はもう交換せにゃいけんような状態で。基本的に機械というのは動く機械は

壊れやすい。動かんで、平成２７年だったですかね、籾すり事業で導入しました籾

すり機械とかああいうのは動かんから消耗品というか、ベルトととかあんげなやつ

は交換ですけれども、基本的に故障しないというような感じですね。やっぱり機械

というのは、もう常に手入れをせんと、やっぱりメンテナンスをせんとできないと

いうことです。

先ほど、言いました棚田地域振興法が成立しましたけど、棚田というやつは傾斜

勾配が２０分の１とかいうのがあるとか書いてありますけど、「傾斜が２０分の１以

上とします」というふうに。

その「申請はしましたか」というやつの回答をいただいてませんが。まだよく理

解してないからしてないのか。申請するか、してないかという。どこの地区にする

考えがあるのかということの回答はもらってませんが。

【農林振興課長 中田 広喜】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

農林振興課長。
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【農林振興課長 中田 広喜】

ただいま言われました棚田支援関係の事業なんですけど、これにつきましての申

請については、現在のところ精査して上げるということにしておりますけど、まだ

現状においては申請は上っておりません、しておりません。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

ぜひとも該当があるようなところ、西郷で言えば立石あたりがあれじゃろうけど、

それとかいろいろあるでしょうけども、該当するようなところは補助事業に乗せら

れるだけでも手を挙げて、事業に組み込んでいただければありがたいというふうに

思います。

それでは、議長、２番目のスーパー公務員についてお伺いしたいと。いいですか。

【議長 甲斐 秀徳】

２問目の発言を許します。

【７番 富井 裕瑞】

本町も研修会を開催しまして、６次産業化設立に向けて取り組んでいるところで

ございます。

全国的にも成功事例がありますが、どの自治体も中心的にリードしている職員が

います。全国的に有名な方は御存じでしょうけれども、石川県の高野誠鮮さん、坊

主頭の、ナポレオンの村というようなところでテレビ化もしまして、神子原米、ロ

ーマ法王に米をやったとかなんとかというところですね。１０キロで調べてみます

と６，７００円、大吟醸酒で７２０ミリリットルで４，０００円、今も通信販売を

行っておるところでございます。

本町も講演をしていただいた。最近では、鹿児島の辺塚だいだいの講演もありま

して、町は、政策推進室を中心にどの分野で企業に取り組み、職員の育成の体制を

考えているのかということで、お伺いしたいというふうに思います。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁を許します。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】
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そもそもスーパー公務員なるものはということで、わかりませんでしたので、ち

ょっと担当に調べさせて、どういう形の定義になってるのかということで、いろい

ろな定義があるそうなんですが、「スーパー公務員とは、２１世紀型の理想的な公務

員像とされる存在の通称」と。「竹中平蔵経済研究所とスーパー公務員要請塾実行委

員会主催による２１世紀型公務員創出プロジェクトスーパー公務員養成塾が提唱し

た」と。

その中で、「みずから考え、リスクもとりながら政策を立案する調整型から立案型

への転換が２１世紀に求められる公務員像ではないか」ということであります。

ですので、今からの調整役じゃなくて、立案型、政策立案をしてやっていくのが

今からの公務員の形で、それにまだ偉いと言ったらおかしいかもしれませんけど、

すぐれた方がスーパー公務員として言われてると。いろいろなテレビとか、今さっ

き言いました高野誠鮮さんとかそういう話の中で、そういう方々がクローズアップ

されてるのかなあというふうに思っております。

ですが、公務員はいろいろな仕事がありますので、「そこだけが」という部分はな

いから、福祉部分があったりいろいろな部分があったり、みんなそれぞれの分野で

頑張っていくということでありますので、やっぱりここは研修とかそういう分、町

村会が、県の開く研修とか自治研修とかそういうことをもって自分のスキルを高め

ていくという形の中で、公務員としての実績を踏みながらどんどんどんどん能力を

高めていく。全てがそうなることが、美郷町のためであり町民のためかなあという

ふうに思っております。

ですので、前も言いました働きアリの原則という２６２の原則という部分が団体

では出てくるということでありますが、２が「すばらしい」、６が「普通」と、あと

２が「ちょっと」という、これを全部、底上げしていけばすばらしい美郷町の職員

になるのではなかろうかと思う中で、そういう形で研修等を積んで頑張ってもらい

たいということで考えておるし、実際、そういう形で研修していただいてるという

ことであります。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

町長の前段の話はここに書いてあります。回答のあれですね、スーパー公務員と

いうことで。

職員は部署で政策推進室を中心にやるのでしょうけれども、町長がおっしゃった

ように職員には異動があります。後任への引き継ぎが必要だろうというふうに思い

ますが、そのとおりだというふうに思います。

ここに書いてある先ほども言いましたように、私の尊敬する昔、馬力のある方は、

西郷地域の今の基幹産業を中心的に、現在もけん引しておりますけれども、多くの

雇用を生み出して、今もリーダーとして頑張っているところでございます。

最近は、御承知のとおり高齢化、人手不足等に苦慮しているところでございます

し、地域外から応援をいただいているというような状態でございますし、ＪＡも収

穫時期、それと選果時期になりますと人手不足というような状態でございます。
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政策推進室の職員の中で、現場作業をしているあるいは本人主導で起業している

方はちなみにおられますか、ちょっとお尋ねします。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

そこまで調べたことがないというか、結局、公務員は兼業の禁止という部分でい

ろいろな形でありますので、もしそれがあれば、こちらに出てきて許可を与えなけ

ればならないと。厳密に言えば、農業に従事する、農業で所得を稼ぐということで

あれば申請をして、「これ、していいですか」という部分で許可をもらうというのが

鉄則、原則ですので、やっぱりそういうことかなあと思っております。

ですので、そこまではちょっと把握しておりませんが、よしんば、そういう考え

方があっても、しとっても、そういう職員がいっぱいおるといいかなと。

議員が思うそのスーパー公務員ですね、今さっきからいろいろな話が出てきてる

人の一番すばらしいところは、株式会社を立ち上げたという部分ですよね。普通、

セクターとかいろいろな形じゃなくて、これをみんなに吸い上げたと。吸い上げれ

ば自分たちの会社ですので、一生懸命、クリもつくるという話になります。

ですので、あの当時、もしこれが大々的に出ていれば、その方は間違いなくスー

パー公務員だったと思うところであります。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

そうですね。もう本当に頭が下がる思いでございます。

昨日、私、副収入じゃないけど、ほかに仕事がありますので、肥料の配送をしま

した。町長の奥さんもハウスの中で一生懸命、大汗をかいて仕事をしておられまし

た。頑張っておられました。

場内の皆さんも公職以外に仕事を持っている方もいるでしょうけれども、私が話

すと説得力がある。聞いていても通じるところがあって、話が合う方もおられます。

何も職員に新規で仕事をしてくれということではございませんで、無理をして。

私が思うに、こういう話をしていいのか悪いか。米をつくったら絶対、赤字にな

ります。私が思うには。年金をもらうとか、既に主でお金が入れば、食べる米をつ

くるには米はいいと思いますけれども、米で稼ごうと思ったら至難のわざです。も

う絶対、もうかりません。そうだと思います。私、これだけ土地を起こしています

けれども、自分の米は今までつくったことはありませんでした。だから買っており

ました。それくらい米というのは、今、労働に対して米価が余りにも安くて買った

ほうがいいというような状態でございます。
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だから、職員に起業しろということではありませんけれども、せめて早く帰宅し

て、用のないときは自宅の家業の手伝いくらいしてもらいたいと。どういうところ

に苦労があるのかと。

今で言いますと、私はもう半分以上はＷＣＳが終わりました、早期で。そうする

と、地域の中で今は季節がらのヒガンバナですね、ヒガンバナが咲きます。集落内

であぜを切ってくれというんですね。もう私は終わってるんですよね。また切らな

いかんです。この天候だから、手刈りです。田んぼに入れませんから、今、裏作を

つくって、イタリアンを植えている状態ですので、トラクターが行くと、今度は雨

だからやわくなりますね。だから、手刈りなんですよね。だけど、頑張ろうと思っ

てするんですけど、ヒガンバナがいいか悪いかは今、しまったかなあという気も少

しはしてるんですけれども、咲いたらきれいだからいいんですけれども。

そういう地元で職員の若手の方が親の手伝いをしているところをあんまり見ない

んですよね。だから、そこいら辺を指導していただければ、こういう今、お尋ねし

ている仕事なんかでも職員が「ああ、そうですね」と。「そこいら辺、ああ、わかり

ます」とかいうそういう受け答えが来ると思うんですよね。だけど、ピンと来ない

人が今いますね。「ええ」と言って。これは水で言いますと、田んぼはデラにするん

ですよと。デラというか水平にするんですよと。違いますよね。あれ、排水が一番

なんですよ。水が引くようにせなだめなんですね。いつまでもたまってたら。やっ

ぱりそこいら辺がわからないんですよね。

だからそこいら辺、ちょっとピンと来ないから、やっぱりそこいら辺の指導とい

うか、指導と言ったらちょっと御幣がありますけど、そういう案内なんかもしてい

ただいて、地域の振興にも活躍できるような職員づくりもしていただければ、話が

もうちょっとスムーズに行くんじゃないかというふうに思いますけれども、どうで

すか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

指導とかそういうことはなかなかできないかなあとは思いますが、そういうとこ

ろに目を向けてほしいという気持ちはあります。

昔から、自分の話になると、もともとそういう環境にありましたので、中学時代、

小学校高学年くらいからかな、ずっとそういう部分にとっかかってきたと。ですの

で、自分がしたのは牛と養蚕と米、これとキンカン、そういう部分については大体

わかると。ナバやらしとらんから、ナバはわからんと。うちがわからんところはわ

からんというのはいかんちゃけど、そういう部分である程度してると、その苦労も

わかるし要領もわかってくるという部分もあるんですけど、それを職員に全部こう

じゃという話はなかなかできないと。

ただ、人がいない、どうのこうのという話の中で、やっぱりそういうことは考え

てほしいなあと。自分がリタイアしたときにはこうしようという部分で持ってもら

うといいのかなという気持ちはしております。

そういう方向に職員も考えながらやってもらうといいとかなと思いますけど、一
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番主は公務ということですので、そっちばっかしとって、今度は公務がおろそかに

なるようなことでは本末転倒ということになりますので、そういうふうに考えてい

るところであります。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

最後に、六次産業化について、どういう方向で行くのかということで、小さな団

体でできるやつで行くのかと。高齢者でも少人数でもできるような体制にするのか

とか、ちょっと大所帯でやるのか、その方向性がわかればというふうに思います。

他県の事案だったんですけれども、農協を中心にして総菜のつまですかね、何か

そうざいの横あたりにワンポイント置くような、紅葉とかシソとか何かああいうも

のを集めて料亭にやる人で、年寄りの方で高齢者の方で二、三百万円稼ぐというよ

うな事例のテレビが何年か前にあったような気がしたんですよね。孫にやるお金が

できたとかいうような話がありましたけれども。

ここ中山間地でありますので、そういう一々ネットで情報を早くせんと、そうい

うふうなちょっとぐあいが悪いっちゃろうけど、ああいう積極的なところもありま

すので、どういう方向でやるのかということだけでもお伺いさせていただければあ

りがたいと思います。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

「いろどり」という会社がそういう部分でやっていて、高齢者の方もそういう形

でどんどんどんどん所得を上げてきたというすばらしい事例もありますが、私が考

えているのは、一つ一つの作物に特化してつくっていったほうが早いっちゃないか

と。

クリならクリとか、米なら米とか、そういう部分でどんどんどんどん全部を網羅

して、これを一緒くたにやりましょうということじゃなくて、一つ一つその六次産

業化を図っていったほうが、図りやすいというか、設立しやすいっちゃないかなあ

という気がしておりますので、それがどこまで波及していくかというシミュレーシ

ョンはしておりませんけど、やっぱりそうすることと遊休農地を防ぐという部分の

２つの抱き合わせになるかなあという部分で思っておりますので、そういう方向が

いいかなという部分で作業等を進めてもらってるという現状であります。

【７番 富井 裕瑞】

議長。
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【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

早く立ち上げていただければ、私も歳が足らんようになってきますので、歳が余

ってきますので、よろしくお願いしたいと思います。

最後に、３番目の美郷トンネル開通について、お伺いします。

【議長 甲斐 秀徳】

３問目の発言を許します。

【７番 富井 裕瑞】

先月に祝賀会も行われ合併来の悲願がようやく一つ解消されたところでございま

す。町制施行１４年にして工事期間は８年かかりましたけれども、時間短縮されて、

大きな効果があるというふうに思っております。

工事完了により道路選択路線も広がり、小川吐線と小黒木・山口原線の整備が急

がれるところでございますということで、改良工事について、お伺いしたいという

ことで質問させていただきます。

実は、この質問は議会だよりの３６号に回答を記載していますけれども、平成２

７年第３回定例議会の一般質問で行ったところでございます。

その後の追跡調査ということで、質問させていただきます。

その際の回答には、「小川吐線は過疎計画等に挙げて整備をする」と。「小黒木・

山口原線は財源を考慮し計画的に整備を行う」ということでございましたけれども、

その後の進展について、よろしくお願いします。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁を許します。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

せんだっての完成祝賀ということで御足労いただきまして、本当にありがとうご

ざいました。

この国道３８８号は、全長が２２８キロということでありますが、その中で、期

成同盟会走る中が約１００キロメートルということで、一番その中で門川のほうも

あるんですけど、この西郷から南郷に通じる部分が本当にトンネル合わせて３キロ

弱ですけど、こういう形になって、一番ネックのところが貫通したというふうに位

置づけております。

今後、皆さん、御案内のとおり門川側、そしてまた松尾のほう、椎葉と、またそ

こ辺も積極的に陳情して、お互いに陳情していただいて、この１００キロの中を全
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線開通という分に御努力いただければ幸いかなと思っております。

議員の質問ですけど、平成２６年１２月に美郷トンネルが完成した後は、実際に

町道小川吐・尾沢橋線の交通量がふえていますし、今後の赤木工区完成により日平

バイパスが全線完成したことから、道路利用の選択肢がふえ、ますます交通量はふ

えてくるものと思われます。

今年７月、国道４４６号の児洗地区で崩土により通行どめとなったときは、この

路線が迂回路として利用され、日向方面へ、また日向方面からの大半の車両が通行

しましたが、事故もなくスムーズに運行されていたものと思っております。

そこで、御質問の町道小川吐・尾沢橋線の改良工事についてですが、本路線は延

長２，６６９メートルで最小幅員が４．０メートルの１級町道であります。以前よ

り、地域住民からは交通量増加を懸念して改良工事の要望がある路線であります。

また、国道４４６号日向・南郷間の重要な代替路線でもあることから、整備につ

いては前向きに検討していきたいと、そういうふうに思うところであります。

また、町道小黒木・山口原線についてですが、本路線は防災安全交付金事業によ

り、見通しの悪い曲線部３カ所の改良工事を計画しているところですが、これまで

１カ所が完了し、現在、小黒木側の１カ所で施工中で、来年度には完了する予定で

す。残る山口原側１カ所につきましては令和３年度以降の着工になる予定でありま

す。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁が終わりました。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

小川吐線でございますけれども、あれは企業で言いますと日新商会ですかね、今

の引き継ぎまして、椎葉のよく通るんですけれども、あそこが引き継いだというふ

うに思うんですけれども、トラックの離合がなくなって、昔よりも怖い思いをしな

くていいというか、よくさえぎっていた枝木もさらえていただきまして、昔よりも

怖い思いをしなくなってよくなったというふうに思いますけれども、あそこでよく

国道の３２７と離合するところ、出るところがあります、３差路が、橋のところで

す。あそこに信号機を立ててくれないかというような要望もありましたけれども、

あの件につきましてはどういうふうな進展があるのかということでお伺いしたいと

いうふうに思います。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。
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【町長 田中 秀俊】

建設課長に答弁をいただきたいと思いますが、あそこに考えたとき、こちらから

は利便性が出てくるんですけど、国道３２７のあのカーブですよね、に回ってすぐ

信号機があるということになると、かえって危険性があるのではなかろうかと。結

局、和田の方面から、花水流方面から来るとき日向に向けて。そんげな気がします

が、そこ辺はどうなってるかという部分はちょっと私、周知しておりませんので、

建設課長のほうに。

【建設課長 木原 浩一】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

建設課長。

【建設課長 木原 浩一】

ただいまの町長が大体言われたようなことなんですが、カーブになりますので非

常に信号機を取りつけるにしてもちょっと危険だということもあります。

公安のほうで、日向警察署の交通安全のほうでの、私じゃないんですが、総務課

の交通安全のほうを通しまして、日向警察署で協議を何回かやっております。

その際でも、やっぱりあそこの場所に信号機を取りつけるのは危険ということで、

警察のほうもなかなか前向きに検討していただけない状況で、今あります。

また、何年か前の水清谷地区の町政懇談会でも、あそこに信号機をという要望が

ありまして、地元のほうでも日向警察署のほうに行ってそういうお願いもしており

ます。それでもやっぱり進展がなくて、今の状態に至ってるというところでありま

す。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

私は、設置してもらいたくないというような、個人的に私は思うんですけども、

あそこから行くと、出ていくときにしてもらいたい方がおられるもんだから、そう

いうふうな意見を前から言ってるんですけれども。

私としては、川がありますね、あそこにカシの木がずっと２００メートルくらい

ありますね、河端に。ガードレールの横に。あれを取ってもらえば、もう本当にも

う、右折する場合に向こうから来るのに国道の日向からのぼってくる車がわかるん

ですよね。あの木が覆いしげっておって、回ってきたときに、「あ」と思ったときに

はもう遅くて左に寄らないといかん、前だったら、大型トラックの場合はもう早目

によけんといかんかったんですけど、あの離合する場合のガードルの横の木を切っ

ていただきたいというふうに思うんです。その信号設置ができない場合は、あそこ

をするともうちょっと早目、早目の離合に至る運転の準備ですかね、高齢化になり

ますので、そこ辺が余裕を持って避けられるんじゃないかというふうに思うんです。

そこいら辺も考慮していただければありがたいと。
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それから、先ほど言いましたように山口原線、回答があります。言ったとおりで

ございますけれども、「平成２６年度より、防災安全社会資本整備交付金事業に取り

組んでおります」ということで、ここに回答をいただきました。「要望額に対して配

分が５０％程度であったため、事業の進捗、今の現状の進捗になっております」と。

「建設課としては、改良事業の重要性をこれまで以上に説明をしていくところで

すが、令和元年度につきましては、要望額どおり配分があり、法面対策に充当され

るインフラ整備緊急対策分を含めて６，６００万円の事業費となったところでござ

います。今年度、例年以上の配分があったことから、現在の山の切り取りを行って

いる峠部分の改良及び法面工作がほぼ完了し、令和２年度事業を含め１工区を完了

する計画としております」と。

年度以降のそれに伴って事業費要望額はどのくらいか、わかっていればお願いし

ます。

【建設課長 木原 浩一】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

建設課長。

【建設課長 木原 浩一】

一応、令和２年度以降の事業予定なんですが、今、おっしゃったとおりなんです

けど、一応、４，０００万円ほどの予定をしているところです。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

先月の公聴会において、区長会との公聴会がありまして、人口減少対策について

厳しい意見をいただきまして、何が原因なのかと。定住しない原因は何かというよ

うな学校とか病院とか買い物とか交通等が上げられるんじゃないかというふうに言

ったところでございます。

きのう一般質問でも出ましたように、美郷も病院医療で苦慮しているところでご

ざいますけれども、山村の医師不足は全国的なものだというふうに認識しておりま

す。

要望活動の成果が美郷町だけに来るというふうには考えられませんけれども、だ

からせめて病院への患者輸送とか病院へ行く時間短縮、そういうものに整備が、時

間短縮緩和できればありがたいというふうに思いますので、早急に路線の改良工事

が進むことを願って、回答があれば受けたいというふうに思いますけれども、お願

いしたいというふうに思います。

【町長 田中 秀俊】

議長。
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【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

おっしゃるとおりそういうふうに人口対策につながるような政策というか。何が

一番効率的にやれば、そういう効果が、また歯どめがかかるかというのはわかりま

せんけど、そういう部分を全部しながら、特に、そのバス関係と道、そういう部分

で直さないかん道という部分とコミュニティバスをしっかり回すということは、利

用者にとっては本当に喫緊の問題になるというふうに思っておりますので、そうい

うことはしっかりしていきたいと、そう思うところです。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これで７番、富井裕瑞議員の質問を終わります。

タブレットの時間が１１時５分ですので、１０分間休憩をとりまして、１１時１

５分から再開いたします。

（休憩：午前１１時０５分）

（再開：午前１１時１４分）

【議長 甲斐 秀徳】

休憩前に引き続き、一般質問を再開します。

次に、４番、川村 義幸議員の登壇を許し、１問目の発言を許可します。

【４番 川村 義幸】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

４番、川村 義幸議員。

【４番 川村 義幸】

私はまず質問の前に、町民、特にこの西郷峰地区の町民にかわりましてお礼を申

し上げたいと思います。

私は、議員になって初めての質問に対しまして、早速、この役場周りの歩道整備

にかかっていただき、そして半分ほどはもう完成し、シニアカーが楽に通行できる
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ようになったことを皆さん、感謝しておりますので、これに対しましては「本当に

ありがとうございます」とお礼を申し上げます。

それでは、早速、質問に入らせていただきます。

あと２年足らずで廃校となる田代小学校の校舎並びにグラウンド、その後の利用

方法を町は何か考えておられるのか、町長に計画があればお伺いしたいと思います。

田代小学校は、明治７年９月１５日、第５大学区第２６番、中学校区第６３番、

田代小学として男子生徒１０５名、女子生徒５名の生徒で開校されたと西郷村史に

記されております。

現在、西郷田代地区におられる多数の高齢者はじめ多くの方が勉強してこられま

した田代小学校、１３８年も続いてきた田代小学校を皆さん、忘れることはできな

いと思っております。

そこで、私は、この田代小学校の廃校後の校舎の一部、グラウンド等を利用して

何かできないか、町のほうで考えているようであればお聞きしたいと思います。よ

ろしくお願いします。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁を許します。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

ありがとうございます。一般質問の中で、こういう形で褒められたといいますか、

初めてでございますので、何となくうれしい気持ちであります。その勢いに乗って

やっていこうかなと思っております。

本当に議員がおっしゃるように、あと２年間した後、どうするのかという部分で、

非常に重いところがあります。廃校は断腸の思いという部分で、子供たちのためと

いうことで、保護者がある程度、そういう部分でやってくれという中で、教育委員

会と協議しながらやってきたということで、その思いも大切にすべきだというふう

に思っております。

廃校した後の田代小学校をどのように利活用していくかという部分については、

町としましてまだそこまで一生懸命というか、どうするか、まだ学校がありますの

で、そこまでは検討に至ってないということであります。

自分の頭の中では、こう使ったほうがいいんではなかろうかというものはあるん

ですけど、それを言ってしまうと「あんげするげな」と、もう大体そうなってしま

いますので、「あれはろくなやつじゃね」という話になってきますので、もう今ごろ

はそんげなことばっかし受けてますので、もうそれは言わないほうがよかろうと。

検討委員会をつくって、どういう形で活用していくかという部分はしていったほ

うがいいかなあと思っておりますので、そういう形の中で、教育委員会とともに進

めていきたいと、そう思うところであります。

【議長 甲斐 秀徳】
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町長の答弁が終わりました。

【４番 川村 義幸】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

４番、川村 義幸議員。

【４番 川村 義幸】

何か褒めたのがよかったのか悪かったのか、ちょっとわからないんですが。

町長が頭の中で何か考えておられるということでございますが、私は私なりに、

また考えることがあって提案したい部分もあります。

まず、その１３０年も続いてきた田代小学校、校舎そのものは途中、たびたび改

築されて現在の校舎になっておりますが、その校舎の一部、雨漏り等で改修とか耐

震構造とかの問題があるかとは思うんですけども、この校舎の一部を残して、例え

ば、高齢者の方、それとかこれから育っていく子供たちが一緒になっていろいろな

勉強を、例えば、伝統芸能とかを学んでいけるような場所にしていったらどうかな

あとか、図書館としてもう一度、学校の雰囲気を出しながら利用していったらどう

かなあというふうに考えております。

町は今、景観条例に取り組んでおります。田代小学校の学校校舎もそうですが、

あの立派な１１０年も生きてきておりますイチョウの木もおります。このイチョウ

の木は本当に景観条例には取り組むべき本当の一番のものじゃないかなと。あそこ

で育った私たちにとっては、そう思っております。

その辺を含めながら、今後ぜひともあの田代小学校を水清谷小学校みたいに発電

機、太陽光でばっと囲ってしまうような姿じゃなくて、後世に残せるような学校に

残していただいたらありがたいなと思っております。

また、今朝、教育委員会の方ともお話ししたんですけど、教育委員会としてもこ

の廃校に向かっていろいろな対策を練っておられるようです。「廃校手続に伴って、

今までの先輩の方たちのいろいろな写真とかをこれから集めながら、廃校に向かっ

ていくんですよね」ということを聞きました。そういうことも入れて、私たちは本

当に喜んでおるところです。

ですから、せめてこの校舎とイチョウの木だけは絶対に残すように、何か工面を

しながらやっていただけたらなと思っておりますがいかがでしょうか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

本当にそう思っております。木造校舎というのが非常に珍しいという部分で、そ

れを残していくということは前向きにしたほうがいいのかなあと。

これは昭和６３年度、元年度にかけて２カ年事業だったんですけど、ちょうどそ

のときに、財政してましたので思い出があります。ちょうど長崎災害が起こったん
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ですけど、それと合わせてちょうど建築しておりましたので、非常に思い出がある

田代小学校であります。

ただし、この学校を、小学部を向こうに移すという部分で、体力度はどうかとい

う部分で、教育委員会のほうで調査した結果があります。

調査者の意見ということで少し読んでみますと、「本建物は、建設後３１年経過し

ているが、土台の不朽、シロアリの被害も見られなかった。雨漏りは部分的にある

が、軒裏からの換気がよいためか乾燥状態であった。小屋裏はトラス組みの異常な

変形も見られず、特に金物の緩みも見られなかった。一方で、基礎にひび割れが生

じている箇所があったり柱の倒れが１センチメートルあったり、柱より下方は変形

があり構造的には無理がある建物といえる。また、平成１２年以前の建物であるた

め、柱の引き寄せ金具も使用しておらず、今後、発生が予想される大地震に備え建

てかえを検討すべきと考える」という結論になっております。

ただ、そういうことを、これが使われてない、あれが使われてないということで、

補強していけば大丈夫じゃないかと。

ただ、また、用途によって何に使うかという用途によって、この体力度も変わっ

てくると思いますので、これ、学校としてはだめですよという話になるかもしれま

せんけど、例えば、毎日、毎日じゃない何かに使うという部分であれば、そういう

補強をしていったらクリアできると私は思っておりますので、壊すことなく、やっ

ぱり前向きに木造校舎という部分を生かし、そしてイチョウの木、そして幼稚園が

ありますので、そういう地の利、強みも生かしながら、「本当にいいなったね」とい

う感じの中で、校舎を使っていけるような施設というかそういうものをみんなと考

えてつくり上げたいというふうに思うところであります。

【４番 川村 義幸】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

４番、川村 義幸議員。

【４番 川村 義幸】

ありがとうございます。ぜひともそういう方向で進んでいけたら、後々と皆さん、

喜んでいただけるんじゃないかと思います。

特に、今、町長が言われたように、毎日じゃなくてもいいんです。学校の放課後

とか休日とかに子供たちが寄って遊べる場所、遊べる場所じゃなくて学べる場所で

すね、に、していただけたらと思います。

また、いつか教育長と飲んだ勢いで話したこともあるんですけども、あの場所で

高齢者たちがグラウンドゴルフをやって、その後、あそこで飯が食えて風呂が入れ

るようなそういう施設もいいよねと。今、ここの町内の方はほとんど熊本県の植木

まで泊まり込みでゴルフに行っております。１万円くらい使って。「何でそこがいい

のか」と言ったら、「あそこへ行ったら風呂に入って、飯、食って記念品がもらえる

から、あそこまで１万円で行けるとじゃ」と。そういうお客をこの近辺から、日向、

延岡から飛び込めるような施設もつくれるんじゃないかなと。

今、町長が先ほど言われたように、まずい部分、例えば、引っ張りの金具が入れ

なくてはいけない部分は入れて、私の考えでは、後ろに全校を残すのはちょっと無

理かと思うんですね。全校舎を。だから、一部分でも残していただいて、そういう
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方向に進めていったらいいんじゃないか。お金のこともあります。極力、お金のか

からないように、そういう方向で進んでいけば一番いいのかなあと。そして、後世

にこういう学校があったんですよということを残していただければいいかと思いま

す。

私たちも、今の小学校の位置でしか勉強しておりません。その前の人たちは、今、

生きていれば１２０歳くらいかな。あの人たちのころは、今の上の「忠魂碑、忠魂

碑」と言っておりますけど、峰、あの公園のところに学校があって、あそこで学ん

だみたいです。最初の学校はそこにあって、今のグラウンドにおりたのが、イチョ

ウの木が１１０年ですから、そのちょっと前くらいかな、だと思うんですけども、

そのころまでは上で学んで、それから下に来てる状態ですので、ずっと長い思い出

がある方が本当にいっぱいおります。どうかこの大事な場所を大切に残していただ

いて、そして、皆さんの思い出をいつまでもいつまでもつないでいっていけるよう

な場所に残していただければ幸いと思いますので、よろしくお願いしまして、本当

に短い質問になりますけども、私は、これで質問を終わりたいと思います。

ありがとうございました。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長の意見はいいですか。

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

終いですので、発言させていただきます。

ただいま川村議員からも言われましたけれども、今、義務教育学校の設立に向け

て協議委員会を設けているところなんですけれども、やっぱりその中におきまして

も田代小学校の伝統といったものを生かせるように、残せるような形で義務教育学

校、新しい学校についても学校経営の中に、方針の中に入れていきたいなというふ

うに考えているところでございます。

それと、跡地の利用につきましても、議員が御指摘のとおり子供たちの預かりと

かそういったものでもし利用できるのであれば、すごく利便性のある場所ではない

かなと思っておるところです。

放課後の子供預かりにつきましては、今の新しくできる新校舎の中に１つ設定し

ようと考えておりますが、土曜日とか日曜日、休日等の預かりにつきましては、や

っぱり学校まで上がっていくのはなかなか大変ですので、やっぱり御指摘の場所が

向いているところではあるかと考えているところです。

以上です。よろしくお願いいたします。

【４番 川村 義幸】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

４番、川村 義幸議員。

【４番 川村 義幸】

ありがとうございました。一応、お礼だけ言っておきます。
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ぜひともそちらの方向で進んでいっていただけたらと思います。

ちなみに最後になりますけど、私もあの小学校で本当に悪さの親分で、小学校５

年生のころから女の先生を泣かせてきたような悪でした。でも、そういう悪でも本

当に思い出のある学校ですので、ぜひとも大事に残していただけたらと思います。

本当にありがとうございました。

以上で、質問を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これで、４番 川村 義幸議員の質問を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

それでは次に、６番、黒田 仁志議員の登壇を許し、１問目の発言を許可します。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

途中で切れるのが嫌だなあと思って、３０分くらい引っ張ってくれと言ったんで

すけれども、予定より早く終わりましたので、行けるところまでとりあえず、お話

をさせていただいて、多分、午後にまたぐと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。

今回の一般質問は、ＩＴの利用と、本当はもう今、既に情報化社会に突入してい

るはずで、こういう情報というのがもっとＩＴの利活用というのが進んでいる状況

なんだろうと、本来は、思うんですが、なかなかやっぱり利用というものが難しい

のではないかということで、今回ちょっと２点ほど例として取り上げて、こういう

ことをしたらどうよという話をさせていただきたいと思います。

折しもきょうは９月９日、救急の日だそうです。そういうこともあり、別にそう

いうことはないですね。災害というものも、ことしにかけてずっとやっぱりここ数

年、大きな雨の災害ですとかそういったものも続いているような状況もあるので、

町民の避難というものに活用できないかということで、まずは御質問させていただ

きます。

とりあえず、最初に、現在、町としてそういう被害の情報とかそういったものは

どのように周知しているのかという点をまず、教えていただきたいと思います。

よろしくお願いします。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁を許します。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】
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町長。

【町長 田中 秀俊】

台風１５号が首都圏をという部分で朝からいろいろな形でテレビを見てますと、

瞬時にどういう状況かという部分がわかるような世の中、そしてまたネットを見れ

ば、詳しくいろいろな形で情報が出てると。

町としてどういう形で罹災情報を出してるかということでありますが、災害時の

罹災情報については、総務課・建設課を中心に電話にて情報が集まってきます。

町民への周知の現状につきましては、町民に影響がある情報（道路通行不可、停

電など）については、区長・地元消防部長へ電話連絡、防災無線により周知してお

ります。生活に影響する大きな災害については、マスコミ等に情報を流し周知をし

てもらうようにしております。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁が終わりました。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

そうですね。とりあえず、ホームページを活用した情報発信をしてもいいんでは

ないかということを、とりあえず、そこまでお伺いしたいと思います。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

前からいろいろな形での観光ＰＲとかいろいろな形をＳＮＳとかホームページの

中とか、今、そういう形で非常に精力的にやってるということでありますので、こ

の災害のほうもそういう形でいろいろな形で、皆さん、いつもパソコンを見てるわ

けでもないし、スマートフォンは持ってると、そういうことを考えみますれば、そ

ういう利活用な当然、今後はやっていく必要が出てくるということだと思っており

ます。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】
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６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

トイレに行きましたら、「美郷町ライン始めました」と、入ってまして、私も早速、

今、入れているところなんですが、今のところ災害もないもので、いい情報が牛の

情報なんか、いい情報が入ってて、今のところおもしろいなと思って見てます。

やっぱり災害時に、これがうまく利活用できないとおもしろくないということが

１つあります。

先ほどちょっとあったんですが、「電話で情報収集してます」ということなんです

けど、電話だとやっぱり情報が集中してきた場合に回線がパンクするおそれもある。

こちらからも県とかそういったところに情報、いろいろ連絡をしなきゃいけないこ

ともある。となってくると、やっぱりなかなか情報収集、電話だけに頼るときつん

ではないかと思いますが、いかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

おっしゃるとおりだと思います。

ですので、電話も利用すると。やっぱりそういう部分をラインやらを使っていろ

いろな情報を入れていただくという話で、今後、あらゆる機器を利用して、うちが

持ってる部分、その中でやっていくと。

そしてまた、町民のほうに周知をしていくと、こういうことでやってますので、

これで流してくださいと。それはどんどんどんどん入ってきて、見れば読める、パ

ンクということも余り考えられませんので、そういう形で周知徹底を今からこのＳ

ＮＳでも、そのライン、美郷町ラインをしましたという部分もわかっていただくよ

うに周知徹底が今後、必要になってくると、そういうふうに思っております。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

もちろん御存じだと思いますが、熊本震災のときに、携帯のほうの電話回線はパ

ンクしたと。パンクというか使えなくなったと。

ただし、ＳＮＳ等を利用した、などを含めたインターネット回線というのは生き

てたそうですね。いろいろな高校の先生方が、それで生徒の安否確認をしたとか、

そういう情報も入ってます。

要は、うまく使えば、データを圧縮してぽんと送れるので、そんなに回線に広く

邪魔することがないんですね。だから、利活用というのは本当に重要だと思うんで
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す。

ただ、これ、よく気をつけなければいけないんですが、熊本地震のときにもう一

つまずい例がありましたよね。「動物園からライオンが逃げました」と。これを一般

の人が投げ込んだおかげで、もうパニックが起こったと。

だからやっぱり、もらう情報はそのまま住民にさらしていいかといったらそうで

もないような気がするんですね。だから、住民から入ってくるのを１回、どこかに

集約させて、発信はまた別というようなことしなければいけないというふうにも思

うんですが、いかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

確かにデマとか、そのまま流したら本当にパニック状態になるという部分で、何

を信用していいのかという部分で、町の信用性も問われるという話になりますので、

そういう部分はやっぱり言われるように一元化して、それは本当かという確かめ方

は、やっぱり今度は区長さんじゃろうと思います。「そういう地域でこんげなやつが

流れてきたけど、それあっとや」という話したら「そんげことはない」と。そんげ

なやつはどんどんどんどん切っていって、正しい情報、そして電話も合わせて、テ

レビの情報とかいろいろ入ってくる情報、それを合わせて、で、正しい情報を流す

と。

最終的に、最終的というわけでもありませんけど、気象庁とホットラインを携帯

電話の番号をやってて、気象台長から「こうですわ」という話で飛んでくるときが

あります。ですので、「ここで警報を出すから早く準備しなさい」とか、そういう部

分が飛んできますので、そういう形やらのときには、防災無線やらを利用しますけ

ど、やっぱりそういう部分でうちのネットワークの中でやっぱり流していくと、そ

ういうことが今後は想定されるというふうに思います。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

先ほどからあるように、国道４４６、児洗のところが壊れたときの話なんですけ

ど、要は家にちょっと県の方と林野庁の方と来ようとしてたんですけど、わざわざ

児洗まで行ってＵターンしてこっちまで来たと。２人、二日連続で。「おまえらばか

か」と。「ちょっと調べてみろ」というのを言ったら、で、私も見たら、県のあの道

路情報のマップがあるじゃないですか。あそこにちゃんと出てなかったんですよ。

で、慌てたら、その日の夕方くらいに出ました。

だから、瞬時にやっぱりアクセス、これ、美郷町に直接、関係ないというか、美
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郷町の中じゃないじゃないかと思われるかもしれませんけど、そこに結びつく路線

というのはやっぱりアクセスというのは、やっぱり美郷町としても発信していいん

ではないかというふうに思うんですね。

やっぱりアクセス、どうしても道を通って延々、走ってこなきゃいけないところ

でありますので、だから近隣の交通情報、ホームページを見ましたら日向市とか近

隣の町村のが、近隣て東臼杵管内の分だけですね。は、リンクが張ってあるみたい

なんですけど、やっぱり木城とか西都とか、そっちからも入ってくることもある。

だから、いろいろな、ありとあらゆる情報がぽっとそこで美郷町のページで見ら

れるというのが、情報をとれるというのが重要じゃないかというふうに思いますが、

いかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

全てを網羅することができるのかという部分になると非常に難しい部分があるけ

ど、結局、そのリンクというかそこを引っ張っていけばここが出てくるというよう

な形で、ある程度はなっているという部分は思うんですけど、それがまだ不備な部

分もあると。

美郷町の情報の提供の仕方の中でそれが可能であれば、検討していくことはやぶ

さかではないと。土木事務所なら土木事務所のホームページの中でこうですよとい

う部分で、管内一円がここがこんげなってますという部分で。

それと、どこを引くかという、最初、道といったらどこを引くかなと、それの使

い分けで、美郷に行くから美郷で調べれば何とかなるんじゃないかという部分もあ

るかもしれませんし、そのときに、今度は土木とリンクができてるのかという部分

のことだろうと思います。

何か「宮崎県」で調べると、市町村全部、リンクしてますので、今度はそこ辺が

どんどんどんどんこれから先の情報の共有というか、そういうことのネットワーク

の構築になっていくのではなかろうかと、そのように今は思ってるところです。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

今、これ、便利なんですよ、タブレットってね。だから、見てたんですけれども。

美郷町自体はリンクを張ってます。だから、東臼杵郡の分と日向市の分は。

ただ、木城とか西都は。この情報は県のほうにリンクが張ってあるので、県の道

路情報にリンク張ってあるのでとれるんですけど、ただ、やっぱり遅くなっていっ

てしまうので、とりあえず、１行でいいと思うんですよ。「ここ今、通行不可能です
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よ」と。「こっちに迂回しなさい」というその一文を入れて、詳細はまた県等から出

ますというような言い方でもいいというふうにも思うんですけど、そういう発信が

一言でいいので、あると「ん」て、やっぱり興味を引くのかなというふうにも思う

んですけども。

実際に、きのうまでいろいろなところのホームページを見ていて、熊本の山都町

というのが一番、見やすかったんですね、災害に関する情報発信。あれをもう少し

アレンジしていくと、もっと見やすいのになというふうにも思うところもあったん

ですけど、とにかく「緊急」というのが書いてあって、それがホームページにもう

「緊急」というのが張りつけてあったんですね。

うちの場合は、下のほうに探さないと安全の部分が出てこないので、やっぱり安

全というのは上のほうにあっていい、見やすいところにあっていいのかなというふ

うにも思うので、考えたんですけどいかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

今月は、今月というかタブレット議会ですので、非常に役に立ってるということ

で、何を見てるかわからんということで、ほいじゃあ紙、見てしゃべってますけど、

何をしよっとかなあと思って、何かびくびくして答弁しておりますけど。

言われるように、やっぱりそういう部分を一生懸命、考えて、いろいろな中で、

ちょっと企画情報課が持ってますけど、そこ辺の構成とかそういうものはもし見に

くければ、いろいろな御意見やらをいただいて変えていくことは、またやぶさかで

はないというふうには思っております。

今後先に、広報のコンクールみたいなやつがあってますけど、今度はこのホーム

ページのコンクールやらがあっちゃないかなというような気がせんでもないという

部分で、それにもしそういうことがあったら、いいところじゃねえって、いい形で

出してるねという部分で評価を受ければいいかなと、そういうふうに思います。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

使い方次第でいろいろと使えるもんですから、いろいろと使わせていただいてお

ります。非常に助かっている部分なんですけども。

そのリンクを張るのもいいし、ただ、要は普通の、普通の災害と言ったらいけな

いんですけど、そういうのが大きい災害のときだけじゃなくて、やっぱりふだんの、

ふだんのと言ったらいけないんですけど、要は対策本部ができるようなときに、こ

の情報を収集して発信するだけの専門の人間がいていいくらいやっぱり情報という
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のは必要かなというふうにも思うんです。

今、そのあたりの体制というのは、どのようになっておりますか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

その専門性を持った職員が当たってるかということでは、専門性という部分はあ

りませんけど、ある程度、ずっとしていくと専門性になってくるという部分で、そ

ういう部分で非常にある程度、これが古いというやつはどんどん削除するとか、や

っぱり瞬時にどんどんどんどん、今に合ったような形にしていくということで、や

っぱりそういう部分をしておりますので、ある程度、少しまだ足りないでしょうけ

ど、専門性が高まってきてるのではなかろうかと、その職員とか。

あと一つは、やっぱり見る習慣というか、みんなが。だから周知徹底していくと

いうことが。

南海トラフとかいろいろな形で６割以上、大きな地震が起こるということは、全

国の国民が６割、７割は思ってると。それなら「それに対して対処する方法は知っ

てますか」と言ったら、４割を切ってるということですので、やっぱりそこ辺の感

覚と一緒かなと思う部分もありますので、そういうことで始めました、読んでくだ

さいね、見てくださいねということが大切かなと思っております。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

いや、私が言った専門性というのは、そのときの対策本部の中でそのことに対処

する、その日はあなたはこれ担当ですよという、しっかりした分け方。でないと、

複数がかかわると、あんまり大人数がそこに集中すると情報が錯綜して、逆に同じ

情報が２つ上がったり、重要な情報が落ちてたりというのもあるんではないか。

それと、さっきの美郷町のホームページの危機対策、道路情報のところをずっと

見ていくと、一番最後に建設課の電話番号が載ってるんですよね。それを見ると、

思わず建設課に電話してくるだろうと。建設課の職員、それで電話対応でいっぱい、

いっぱいになって、現地の対応とかそんなのが遅れていくというのもあり得るよね

というふうにも思うので、そういった意味でしっかりした、情報はここに一括して

ますよというふうな発信という意味で。

ふだんの余り大きくない災害からやっぱり見る習慣、見れば載ってるというのが

必要だというふうにも思います。

今の２点。
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【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

そういう部分で集めていろいろな形で、パンクしないように、結局、いろいろ起

こったときにその班編制というか情報班とかいろいろありますので、そこの中の専

門性はまだまだ行き届かない部分もあるかと思いますけど、やっぱりそれを情報分

析してそこに集めて、どんどんどんどん確認をしながら、これはだめ、これは出す、

これはだめという部分でやっていく訓練も今から先は必要になっていくことかなと

いう部分では思っております。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

そうだと思います。ぜひ、そういったところをまた意識しながらやっていただけ

ればと。

情報収集に関しても、そういうＳＮＳで、要は「写真もつけてくれんか」と、で

きたら。情報提供するときに。こういう状況ですよと。

例えば、直ちに対処できるものであれば、その災害というかその日の天候の状況

なんかにも寄りますけど、じゃあ消防団が行って、道をあけてよとか、そういうこ

とも可能な場合もあり得るじゃないですか。だから、そういった意味で写真もつけ

てくれと。

で、便利なのは携帯のＳＮＳで発信した場合は、位置情報が出ちゃうんですね。

「どこだよ」というのが、もうきっちり出てくるので、そういう意味でも本当、特

定も早くなるというふうにも思うので、これも非常に、使い方ではないかなと思う

んですが、いかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

そのときの災害というか状況にも寄ろうかと思いますので、そういう情報を集め

るときに一緒にそれが入ってくれば、これにこしたことはないかなという部分で、

情報を集めるということは情報提供者がいるわけですので、こちらから流す、向こ

うから入ってくるという部分で、やっぱり今後、その危険性というか、そこは一番
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考えないといかん部分で、無理してという話じゃなくて、もしそういうことが可能

であれば、やっぱり一緒に出してもらえんかというようなお願いはできるのかなと。

一番、どういう状況かということを町民に知らせるためには、文章よりかやっぱ

り絵で見れるとか、視覚的に見たほうが、「こら、でいじゃ」という部分でわかるよ

うな形のほうが一番いいかなという気はしますけど、無理にという部分はなかなか、

無理にそういうことをお願いしますということはなかなかできないかもしれません

けど、許す範囲の中で情報提供の中で、そういうものがあればこしたことはないと、

そう思います。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

もちろんそのとおりです。できたら提供してよという話でいいとは思いますが、

そのあたりがあるといろいろな対応がスムーズにもなるなと。そういったのも含め

て、ふだんの、ふだんのと言ったらいけないんですけど、台風などの災害のときに、

そういうものも含めてこういう訓練していくといいのかなというふうに思いました。

今日ほんと今朝、テレビ見ながらばかじゃねって思ったのは、昨日からさんざん

ＪＲ動きません、動きませんって言っているのに、駅にあれだけ人が行ってるのは、

おまえらばかじゃねって思うんですよね。要はまだ、台風、危険かもしれないって

言っているときに出ていって駅に行って、ぞろぞろぞろぞろ人がいる。彼らの情報

なんですよね、選択の仕方のまずさというのは。ほんとに今日腹立たしく思って見

てました。昨年くらいに関西は電車を９時で止めますと言ったときに、企業もぽん

と仕事終わったんですよね。それに間に合うように、とっとと帰りなさいと。関西

地区では何の混乱も起きなかった。タクシー待ちの行列もできなかった。普通、当

たり前のことなんですよね。東京は頭悪いんですよね。ああいう所は。いつまでも

仕事をさせるから電車に乗りおくれましたって、タクシーに行列。

そういったところから防災意識って始まってるなと。東京はもうたぶん何か災害

が起きたらとんでもないことになると思います。そういったのも、ぜひ意識づける

ために普段からやっていただきたい。

もう一つあるのが、例えば、道路なんかの通行どめになりましたよと。その後の

情報です。今、こういうことに着手しました。で、いついつくらいまでに開通予定

で工事をしていきますという情報、こういった情報というのもまた、復旧情報です

ね、やっぱりこれも必要かなと思います。いかがですか。

【議長 甲斐 秀徳】

ちょっと黒田議員に言っておきます。

言葉の使い方がちょっと悪いところがありますので、今後、発言に気をつけてく

ださい。

【町長 田中 秀俊】

議長。
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【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

ですね。言葉には気をつけましょう。

おっしゃるとおりで、やっぱり後ですよね。ここでこうしましたということにな

れば、それをずっとほったらかしとっと、「いつじゃろかい」と、「解除するのは」

とか、「どんげすっちゃろかい」と、いう部分はやっぱり思うことで、ここで通行ど

めをしましたと。当分の間、御了解願いますということで段取りがつき次第、また

載せますと。大体、こんげなりますという部分で出せば、そして、また予定を出し

て着手しましたと。工期がこれだけですと。ここまで通れませんという話で、そこ

まで出せば、あとはもう通れたらもう話は全然、違いますので、やっぱりそういう

ことも、ずっと１年間が完結するまでという部分は確かにあるのかなあと。

それが情報の提供かなという気は今、しました。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

言葉遣いが悪くて申しわけございませんでした。もしよろしければ、今の不適切

発言部分は撤回させていただきますので、削除をお願いできませんでしょうか。

【議長 甲斐 秀徳】

わかりました。

はい、その部分を削除いたします。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

ありがとうございます。ちょっと言葉を考えます。

本当に情報というものをしっかり精査していただいて発信するというのは本当に

重要なことだと思います。行政からの、やっぱり一番、正しい情報というのは、身

近な市町村から発信されるというのが一番、正しいんだろうと。マスコミはやっぱ

りどうしても大きなところしか発信しません。そうすると、防災無線でここがこう

なりました、こうなりましたと、だらだら羅列されてもなかなか聞き取れるもので

もないということもありますので。

もちろん、緊急的に防災無線ですっと入れるのもありだと思います。「ホームペー
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ジを見てくださいよ」とか、「ＳＮＳでも出してますよ」というのをぽっと入れるの

をやっぱり一言、やる。防災無線でだらだら「ここです、ここです」と言われても、

やっぱりわかりづらいということをぜひ、御認識いただければというふうに思いま

す。

いかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

おっしゃるようにやっぱり防災無線で聞き逃すというか、そういうこともありま

すので、今なんじゃろうかいと、ああ、まことねと。それで見ればまたわかるのか

という部分で、最後に今後、そういう形での防災無線の流し方と、そっちのほうが

はっきりわかるということでしょうから、そういう形でいろいろな情報系を使って

伝達していきたい、周知していきたいと思います。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

一応、これで、１問目を終了したいというふうに思いますが。

【議長 甲斐 秀徳】

それでは、一般質問の途中ですけれども、ここで午前中の休憩といたします。

１時より、再開したいと思います。

（休憩：午前１１時５５分）

（再開：午後 １時００分）

【議長 甲斐 秀徳】

休憩前に引き続き、一般質問を再開します。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

１問目、終わりの前に一つだけちょっと町長にもう一つ、さっきの続きなんです
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けど、ラインというものがそもそもどこで、どのタイミングでできたかというのは

御存じですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

非常に特異とする分野ですので、わかりません。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

実は、ラインというのは日本国内でできたんですが、これは東日本大震災の後に、

要は安否確認ができなという問題をやっぱり解決しなきゃいけないということを想

定して、日本の中でできたＳＮＳであるということなんです。

だから、もともと、ここにあるんですけど、災害に強いラインということで、い

ろいろな機能が実はラインにもありますので、また、ラインというものをうまく活

用するというのは非常にいいことだと思いますので。

別にラインからお金をもらっているわけでもないんですけれども、また担当のほ

うで御研究いただければというふうに思います。

それでは２問目の発言に入りたいと思います。

【議長 甲斐 秀徳】

２問目の発言を許可します。

【６番 黒田 仁志】

それでは、２問目の、今度は今、言ったようにラインて、本来はそういう緊急性

とかその辺を考慮しながらつくられたＳＮＳなんですが、一方で、子供たちの中で

いじめの温床になってみたり犯罪の温床になってみたり、いろいろな問題も出てき

ているのも、これも事実であります。

そこで、今、本町のそういったＳＮＳ等の利活用等を含めて、教育ということで

お伺いしたいというふうに思います。

まず最初に、本町の小・中学生のスマホ、携帯等の保有状況というものの調査を

されてますでしょうか。もし、おわかりでしたら、教えていただきたいと思います。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。
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【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

スマホと携帯の利用状況というか保有状況というものは、平成３０年、昨年度の

１０月に、美郷町小・中学校全体で調査をしております。これは国のほうの調査が

来たもんですから、それに合わせて調査したものであります。

アンケート調査の結果ですと、小学生では２０％、これは１年生から６年生まで

合わせてです。現在、小学生が２０３名いますので、約４０名は自分のもの、携帯、

スマホを持ってるということです。それから中学生につきましては４１％でありま

した。中学生は８０名ですので三十二、三名が自分のスマホ、携帯を持ってるとい

うことになっております。

なお、利用状況につきましては、小学生、中学生とも動画視聴やゲームで使って

いることが一番、多かったです。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長の答弁が終わりました。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

思ってたよりも、やっぱり美郷町内でも多くなってるんだなあと。

ちなみになんですけど、今、高校の状態で、宮崎県全体なんですけど９８．何％

と。もうほぼ１００％に近い状況で携帯、スマホを保持しているという状況です。

やはり利用状況、一番多いのは実はその動画を見たり、音楽を聴いたりとか、そ

こがやはり一番多いというのはもうこれはずっと下から同じ状況なんだなというふ

うに今、お伺いしたところであります。

ただ、そこで問題になっているいじめ等とかそういったこともございます。その

あたりの教育というか、指導というのはどのようにされてるのかをお伺いしたいと

思います。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

お答えしたいと思います。

小・中学校の子供たちにおきましても、ＳＮＳの利用といった回答も出ておりま
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すので、それを踏まえまして、パソコンを含めた情報端末を使ったインターネット

使用時のルールやマナーについて、指導しているところです。

特に、小学校の高学年から中学生に向けましては、企業、ＮＴＴとかの企業、そ

れから警察などの専門知識を持つ外部人材を活用して、最新の情報を得たりしてい

るところであります。

また、その実施方法にしましては、参観日などを利用しまして保護者も一緒に聞

けるような講和を聞き、情報教育の効果を高めていくような手だてをとっていると

こでございます。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

議員の皆様に昨日、ラインワークスでお送りしたもの、そして先ほど、執行部の

ほうにはペーパーベースでお送りしたもの、これ、ライン社が使っているその教材

なんです。

たまたま、ことしの８月に全国高Ｐ連の京都大会のほうでラインが一つの分科会

を運営しまして、その中で、これを試しにやっていただきました。

まず最初に、この文字だけが書いてあるほうをちょっと見ていただくと、この「真

面目だね」「おとなしいね」「一生懸命だね」「個性的だね」「マイペースだね」。

「言われて嫌な言葉ありますか。嫌な順番に並べてください」という話なんです

けど、これ、「どう思いますか」というのを聞いていいですか。感想なり。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

私ですと、どれもあれなんですけれども、「個性的だね」というのは、ちょっと来

るかなというふうに思ってますけども。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

言われて嫌という話ですがね。やっぱり、どれでも言われてもそんげ腹かきはせ
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んけど、やっぱり教育長が言ったときに、何が個性的かという部分がわからないか

ら、いいほうに個性的と、悪いほうに個性的という部分でとれば、悪いほうでとっ

たらこれかなと。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

これ、実はＳＮＳの怖さというのを一つ出しているらしいんですね。

これ、文字だけでこうやって来ますよね。どうとるかって、本人の感情次第にな

るわけですよね。別に悪い言葉じゃないですよね、基本的には。でも、それを言わ

れて本人がどう思うかと。そこまで言うのかっていうのも、ちょっと今、一瞬、思

ったところだったんですが。

今度は逆に、ちょっと裏を見ていただきたいんですが、「ＳＮＳを使うに当たって、

どれが一番嫌ですか」という設問なんです。「どの行為が嫌ですか」という問題であ

ります。

ちょっとまた、お二人にお伺いしたいと思います。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

昼休み時間もちょっと、うちの母がちょっと悪いもんですから、家内とラインを

やりとりしたんですけども、やっぱり「すぐに返事がない」というのがやっぱり一

番、私としては気になるところではあります。

以上です。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

そんなに私は考える人間じゃないから、どれでもいいかなという気はしますけど、

やっぱり何か全然、自分の知らないところで自分のことが出たら、それは少し嫌か

なあと、そういうふうに思います。

【６番 黒田 仁志】
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議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

ちなみになんですけど、私は、４番、やっぱりこれ、話してるときに、携帯スマ

ホをさわるというのは、やっぱりあんまり私は好きではないんですよね。

ですが、このようにそれぞれでその扱い方というので感じるものは違う。子供た

ちがやっぱり一番多いのは、その「すぐに返事がない」ということらしいですね。

これは嫌じゃないんですけど、「困ってる」というのがその、「なかなか会話が終

わらない」と、もうとっととやめて勉強したいんだけど終わらないというのが嫌だ

というのはあるみたいなんですけど。

要は、このＳＮＳというのは、実は顔が見えないツールなので、使い方によって

はどのようにでも解釈できるものだというのが、私も改めてこのカードを見ながら

「なるほど」と思ったところなんですよね。

やっぱりいろいろな機会を捉えて、しっかり教育をする必要があるんだなあとい

うふうに思います。そのあたりを踏まえて、もう一度、教育長、いかがですか。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

私、このラインの会社がこういうような教材をつくっているというのは全然、知

らなかったもので、きょう初めてわかったんですけども、大変、子供たちのそうい

った生の考え方、思いというものを知るということは大変、大切だと思いますので、

活用ができればすごくいいんじゃないかなと思います。

また、ラインという会社自体がやっぱり自分たちが出している、使っているこの

ものがやはり悪いほうに思って、計画していたよりも悪い方向に使われていること

に対して対処していただいているということに、すごく感謝していかなければいけ

ないことなのかなというふうに感じております。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

そういうことも含めて、今後、お考えいただければということで、ちょっと一旦、

置かせていただいて、ちょっと話を少し変えます。
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その同じ大会のときに、あれ、日本電算の会長さんが講演していただいたんです

が、その方が言ってたのは、今の要は教育で足りないのが英語教育と人間力の教育

だと。要は、会社に入って挨拶の仕方から教えなきゃいけないと。どういうことだ

と。教育って何をやってるんだというのを、盛んにおっしゃってたんですね。

この方、今度、京都先端科学大学というのを設立されて理事長になってらっしゃ

る方なんですけど、確かにおっしゃるとおりだなと思います。

英語教育が重要だというふうに思いますが、本町はＡＬＴなんかも雇用していた

だいて、しっかり取り組んでいるようですが、より一層と、取り組んでいただきた

いと思いますが、そのあたりの情報がありましたら、教えていただきますとありが

たいですが。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

英語教育につきましては、私が最初に宮崎で外国語活動が入っていったのは学園

木花台小学校だったんですけど、そこに勤務しておりまして、研究主任とかもして

おったんですけども、そのあたりからしても、なかなか進んでいかない問題ではあ

りました。

ところが、もう現在は議員が御指摘のとおりＡＬＴ等もかなり充実してきまして

進んでいるところなんですけれども、現在、美郷町においての状況につきまして答

えていきたいと思います。

外国語教育が非常に重要視されて、来年度から小学校の高学年、五、六年生では

教科として外国語科の授業が始まります。同時に、大学の入試改革も進められてい

る状況であります。ここで求められている力というものは実践的な活用能力であり、

本町でもその重要性については十分、認識しておりまして、以前から十分、指導が

なされているところです。

現在、本町では、ＡＬＴ２名を配置して、全ての学校が教育課程特例校として文

科省の認定を受けまして、特設教科として英会話科の授業を実施しております。授

業以外でも、昼休み時間など子供たちがいつでもＡＬＴとコミュニケーションを図

ることができるようにしております。

また、平成３０年度から５年生以上の児童・生徒に対しまして、英語検定の認定

料の補助、これは年間３回受けられるんですけども、そのうちの１回分を完全に補

助していくなど、今後も外国語教育の充実に取り組んでまいりたいと、そのように

考えております。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。
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【６番 黒田 仁志】

確かにＡＬＴを入れて本当にしっかり取り組んでいただいているというのは非常

にありがたく感じております。

ＡＬＴはいいんですけども、英語の先生、これ、聞くとまずいのかな。英語の先

生自体の発音とかそのあたりの実力というのはどのようにお感じですか。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

英語の教員というのは中学校までしか置いておりませんけれども、中学校の教員

というのはかなりの力を入れております。

例えば、西郷中に来ている英語の教員は昨年度まで日本人学校で務めていた教員

に来ていただいておりますので、発音等はさらにすばらしいものではないかなあと

思っております。

そして、今度、義務教育学校にすることを決めておりますけれども、この狙いの

一つに五、六年生の専科ということで、中学校の英語の先生を小学校の５年生、６

年生の英語の授業を担当させると。時数的にも中学校に３クラス、小学校に２クラ

スということですので、十分、１週間の持ち時間という部分でできますので、そこ

あたりはカバーできるのではないかと、そういうふうに捉えているところです。

また、３年生、４年生は外国語活動ということで、英語を中心にして外国語にな

れるということで、この場合は教師自身が発音する場合もありますけれども、それ

以上にＣＤとかそういったものを使って英語のシャワーを浴びせるというか、そう

いうような取り組みを各学校では取り組んでいるところです。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

今、西郷の五、六年生をという話だったんですけど、今、北学園と南学園では、

そのような取り組みはしてるんでしょうか。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。
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【教育長 大坪 隆昭】

現在、北学園と南学園で英語担当の教員が行っている場合がありますけれども、

完全にまだ英語科というか、外国語科は始まっておりませんで、英会話科のときに

ＡＬＴと一緒に行く場合もあります。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

いずれにしても、言葉というのはふだん接してないと無理というのがやっぱり一

番だというふうには思いますので、もうおっしゃったように本当、英語のシャワー

を浴びせるというか、言葉なので使ってないとどうしても覚えない。

やっぱり今あるのが、どうしても入試テクニック的に文法なんかの解説が多いん

ですけれども、実際、語学というのはそこから入るものではないですよね。日本語

なんかも文法なんて使いこなせてから、後で聞いて、ああそうだよねとわかる話な

ので、やっぱり言葉を積極的に使うというのはありなのかなというふうにも思いま

す。

例えば、もう今後なんでしょうけど、３年生なんかが英会話科である程度、習得

した後であれば、もうその後の英語の授業は全部英語とか、進行も全て。日本語を

一切、使わないというのが、やっぱりなきゃいかんのだろうなと。そういうのがど

んどんどんどんふえていかないと、英語力って上がらないんだろうなというふうに

も思うんですけど、いかがですか。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

ありがとうございます。この英語教育について、先ほど、紹介した西郷中学校の

教員が美郷町に赴任して、まず第一声、言ったことは「子供たちの発音がきれいだ」

と。これまで美郷町が実施してきていた英会話科、これを１年生からずっとやって

きたわけなんですけれども、その成果がやっぱり中学校に来て、中学校の先生に聞

いてもらって、その発音のよさというものが身についているんじゃないかなと。成

果の一つとして挙げられることだと思います。

御指摘のとおり、やっぱり英語になれるというか、ふだん使いなれるということ

を、やっぱり意識して、子供たちにやっていく必要があるかなと思ってるところで

す。

今、中学校の授業も随分、英語の授業も変わってきまして、今、英語の先生たち
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はほとんど日本語を使わずに英語だけで子供たちとコミュニケーションをとって、

クラスルームイングリッシュとか言ったりして、例えば、グループをつくりなさい

にしても、そういったものについても全て英語で子供たちに指示をするような授業

に変わっていっております。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

済みません、英語の話ばっかり。

私自身が本当に英語が苦手で相当、苦労したもんですから、ただ、いろいろな国

に行ってみると、意外と私の英語でも通じるんだなと思ったのが、単語を知ってる

だけでも意外と話せるもんだなというのもあったりして、少し自信を持ったところ

だったんですけど。

やっぱり少しでもしゃべれるというのが重要なのかなというふうにも思いますの

で、ぜひ、今後ともそのあたりまた、お考えになっていただいてやっていただけれ

ばというふうに思います。

と、言いながらも、先ほど、中学校の先生が小学校まで見るということがありま

したけど、いわゆる今、学校現場というのは、働き方改革というのが物すごい強く

言われている中であります。先生方もそういった中で、部活動の時間だとかいろい

ろなことを制限される状況の中で、先生方も頑張っておられます。

やはり精神的にもそういう面で追い詰められるという例もよく最近、耳にするよ

うになってきたんですが、そういった先生方の精神的なケアというのは、どのよう

にされているのかというのを、教えていただきますか。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

先生方の心のケアというものについてなんですけれども、まず一つは健康診断を

毎年、教職員は受けて、これはチョークを使っていた時代の肺の病気があるからな

んですけども、強制的に必ず１年に１回、健康診断を受けるような指示が県のほう

から通知も来ておりますので受けるようになっております。

それと精神的なものについては、やはりアンケートをとって、そしてそのアンケ

ートに答える形で一人一人のチェックをするようにしております。

ただ、その中で、働き方改革がありましたけれども、残業の時間の、残業と言わ

ずに在校時間といいますね、学校の場合。在校時間の長い先生方に対しましては、

やはり心のケアをするように医師を紹介したりとか、あるいは巡回してくる先生方
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を紹介したりとかそういうようなことでやっております。

これは県の事業ではありますけれども。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

実際にこれ、高校だったんですけど、日向高校なんですけど、７割の先生が過労

死ラインを超えるような労働時間だったらしいんですね。どうしても普通科高校っ

て、ほとんどの先生がそうなってきてたということで、今、県から強く指導が来て、

各学校、考え始めている状況なんですけれども、やはりより小学校とか、昼休みな

んかも要は休めるわけではないじゃないですか。子供の様子も観察しなきゃいけな

い。となってくると、やっぱり相当、重労働だろうなあと。しっかり自分で考えて

行動できるわけでもない児童たちを扱うから、やっぱり相当な精神的な苦労だなあ

と思うんです。

アンケート、これはまた今後、考えていただきたいんですけど、アンケートだけ

じゃなくて、もう少ししっかりした把握というのが必要じゃないかなというふうに

も思うんですけど、いかがですか。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

しっかりした把握という点で行きますと、美郷町ではことしからＩＣカードタイ

ムレコーダーというものを、このような名札みたいなものなんですけども、それを

全職員に持たせまして、それを学校に来たときにチェックし、そして、帰るときに

もチェックしていくということで在校時間を見える化して、先生たちに意識づけを

しているところであります。

やはりそのタイムレコーダーを４月からずっとチェックしているんですけれども、

やっぱり校長で平均４２時間、文科省が示している４５時間は切っておりますけれ

ども。それから教頭で７９時間、もう既に切っております。それから教員で行きま

すと個人差がありますけれども２９時間という形になっておりますので、やっぱり

このあたりをしっかり私たちも把握した上で、校長にそういったところをしっかり

指導するように伝えてまいりたいと、そういうふうに思っているところです。

そのほかにも、ノー残業デーとか、それから学校閉庁日、これは夏休み期間中に

するんですけれども、そういった感じで学校を完全にシャットアウトするというよ

うな取り組みをしております。

御指摘の部活動についてなんですけれども、やはり先ほどの先生方のタイムレコ
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ーダーを見たときに、やっぱり中学校の部活をしている先生としていない先生とで

の差というのがかなり見られますので、この部活動についてどういうような改革を

していくかということが今、大きな問題にはなっております。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

いずれにしても子供を教え育てる一番の核となる先生方が、やっぱり心を病んで

いた場合には、子供にいい影響が出るとは思えませんので、ぜひそういったケアも

しっかりしながら取り組んでいただけるといいなというふうに思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。

先ほど、英語力のほかにもう一つ大切だと言ってた「人間力」のところなんです

けど、この人間力のアップというところで、何がどのように取り組んでいけばいい

のかなというのが私もちょっと悩んでいるところがありますので、教育長のお考え

があれば、お示しいただけるといいかなと思います。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

人間力といってもなかなか漠然としてなかなかつかみにくいんですけれども、道

徳が教科化されたというところにも、やっぱり国家として日本人をきちっと育てて

いくときに道徳の授業というものが重要になってくるというのを改めて見直して、

そういうふうな教科になっていったんじゃないかなというふうに思っております。

私自身の考えで人間力といった場合は、やっぱり感性をまず育てていくこと。美

しさ、あるいは逆の汚いところ、ものとか怖いもの、つらいこと、そういったこと

を経験させることによって、人間力というものを高めていく必要があるのかなあと

いうふうに捉えておるんですけれども。

質問がありましたので、文科省のほうとかいろいろ調べてみたんですが、文科省

でいう人間力アップということにつきましては、「児童に学びに向かう力、人間性等

を涵養すること」とあります。

御指摘の人間力がもしこれに当たるとするならば、主体性とか自己管理能力、そ

れから多様性を認める力やチームワーク、そういった力というものを育てていくこ

とが必要ではないかなというふうに思っておりますが、これは学校内だけではなか

なか身につけられるものではございませんので、家庭や地域社会と連携しながら、

体系的、継続的に体験活動というものを育成していく必要があるかなと思っており

ます。
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と同時に、子供の問題だけではなくて、子供に直接、指導に当たる先生方、この

先生方の人間力というものがしっかりとついていないと、やっぱり子供たちに指導

というもの、抑えどころというものがわかりませんので、先生たち自身にもこの人

間力というものを高めるためには、地域の行事やそういった交流、そういうものに

積極的に参加していきながら育てていく必要があるのかなあと思っております。

そういう点からすると、この美郷町というのはさまざまな行事がございますので、

そういったところで先生方がいろいろな体験ができるんじゃないかなと、人間性を

高めていけるんじゃなあというふうに考えているところです。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

おっしゃるとおりですね。思いますが、あと一つやっぱり人間力を上げる一番重

要な教育の主人公というのは、やっぱり親、家庭だとは思うんですね。

これ、美郷町の親がというわけではなく一般的に聞いていただけるといいんです

けど、親自体がやっぱり教育が足りないというか、その辺のことを知らない。今、

こういうことを進めてますよというものに対しての興味をなかなか持ってもらえて

ないというのも一つの問題かなと。

だからやっぱり、ちょっと最近、思うのが、家庭教育学級が最近、美郷町内の学

校、離れている関係で状況がわからないんですが、若干、形骸化していないかなと、

家庭教育学級自体が。

要は来るかと。実際、それに参加されている方は本来で言うと問題はないんです

よね。要は、これ、ＰＴＡの悩みなんですけど、来てない人にどうやって伝えるか

というのが私たちの一番の悩みでもあるんですね。その人たちが考えていただかな

ければいけない人たちこそ会議にも来てない。

どうしてます。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

今、美郷町で新しく取り組んでいかなければいけないかなあと考えている中に、

コミュニティスクールというのがあって、やはり地域の中の学校というか、学校が

ある地域というか、地域を育てていくというか、もう全体で地域の人たちと一緒に

なって学校をつくっていく、そういうコミュニティスクールというものにも挑戦し

ていかなければいけないのかなあということを感じているところなんですが。

先ほど、御指摘の参観日に来ない保護者の指導というところについては、現職の
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ころからも非常に悩ましいところで、いい策がないというか、それぞれに学校に来

れない理由があったりするわけなんですけれども、そこの対応というものはちょっ

と今のところは回答が見つからないところであります。

以上です。申しわけございません。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

私も日々、そこに悩みながら、情報発信はしてるんですけど、その場にいてもら

わなきゃ情報をなかなか伝達できない。

中学生まではそうないのかもしれないんですが、高校生になると、文書を配布し

ましょうと。文書を配布したら、親に絶対、届かないですね。まあ、これも不思議

なもので、ほとんど子供のかばんの中から消えていくという状況なんかもあって、

非常に困っているところもあるんです。

やっぱりいずれにしろ、教育、教え育てる側の主役は親と先生がタッグを組むし

かないと。子供にはしっかり学び、習う学習をしてもらうという環境をやっぱり育

てていくというのがどうしても必要だろうというふうに思いますので、また、機会

がありましたら、そのあたりの意見交換をしながら何かいい策が見つかればいいな

というふうに思います。

一つ、その学び習うというところで、今、先ほどのあったＳＮＳなんかも含めて、

うちはタブレット授業というものを今、やっていただいております。北学園、南学

園のほう。今、成果のほうはいかがですかというのをお伺いしていいですか。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

成果という、昨年の１０月から入ったもんですから、ことしやっと全員が一生懸

命、使い始めたということなんですけども。

一つコマーシャルさせていただきますと、ことしの１１月に公開をしますので、

ぜひ、美郷南学園のほうに来ていただいて、どういうふうに授業をしているのかと。

子供たちが使っているのかというのを見ていただけば、ありがたいかなと思ってる

んですけども。

成果として言えるところは、そういったものが主体的に対話的に子供たちが授業

ができて、深い学びにつながるような形にもっていけるように、その一つのツール

としてタブレットを使っているわけなんですけども、そこまで十分は行き届いてい

ない部分もありますが、例えば、学習した後にそれをさらに定着を深めるための練

習をしたりだとか、自分たちで手を動かすということになれておりますので、そう



50

いった部分が成果として１年目としては挙げられるのではないかと、そういうふう

に思っております。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

そのタブレットのこと、ちょっとこの前、美郷南学園の地区懇談会があって、校

長先生とお話ししたんですが、タブレットを学校内で一斉に使うと、Ｗｉ－ｆｉが

行き届いてなくて動作がまちまちになってくるということなんです。

これは町長だと思いますが、町長、やっぱりそういう要はそこあたりを配慮して

きっちりＷｉ－ｆｉを設置してあげなきゃいけないと思いますが、いかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

初めて聞いたことでですね。一緒に使うとそういうことが起こるのかなあと。そ

ういうことで弊害が起こるということであれば、完全にどこで一遍に使ってもちゃ

んと機能するように環境を整えるということが先かなあと、そういうふうに思いま

す。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

そのタブレットの状況なんですけれども、来年度からですよね、プログラム的教

育、そういったことも始まるので、やっぱり西郷も大至急入れないと、これはやっ

ぱり問題になってくる可能性がございます。

これも町長だと思うんですが、とにかくそういった環境整備をきちっとまず整え

ていただかなければいけないというふうに思いますが、いかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。
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【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

そういう北郷のほうでやっぱりＦＴＴＨ化をしていくというのはそういう部分も

あるということで、ちょうど悩ましいところで義務教育という部分で校舎を移転し

て、そのときでいいかなあと思って、それでも間に合わないということであれば、

別な対策を考えながら移行するということをしなければならないと。

西郷の場合は、そういう環境は整ってますので、そのＷｉ－ｆｉがどうのという

部分はまたわかりませんけど、一遍にやったときに。そういうことであれば、また

教育委員会と相談しながらという部分もあります。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

今のプログラミング教育のことについて、御質問がありましたけれども、今現在、

南学園と北学園、タブレットを１人１台入れておりますけれども、その中に入れる

ソフトの中に学習の習熟度を高めるためのロイロノート、それから e ライブという

ものを入れておりまして、それにプラスしてプログラミング教育に生かせるための

ソフトとしてスクラッチというものを入れております、もう既に。そういう形で西

郷のほうにも入れていくことに、来年度、というふうに計画は立てているところで

す。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

町長、もうとにかく教育に投資しないことには、美郷町に人が帰ってきてほしい

と思えば、やっぱり子供の教育からというふうにも思うんです。

どうしても教育に一生懸命、投資していただきたいというふうに思いますが、い

かがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。
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【町長 田中 秀俊】

おっしゃるとおりだと思います。

一義的には、やっぱり国がしっかりした教育をしていくと。その中で、地方自治

体が受け皿となってさらにしっかりしていくということが、今から先の日本を強く

していくというか、そういう部分につながるのではなかろうかと思いますので、少

ない状況の中を、この義務教育学校を通して、逆輸入ができないかという考え方も

ありますので、そこ辺を使って個性ある特色あるという部分の美郷町ならではの教

育を展開すると、そういうふうにしていくということであります。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

最近ちょっとあるところでお話している中で出てきたんです。

これは私たちの個人的な考え方に近いんですけど、福祉というものは、もう日本

中、どこへ行っても一緒のものが受けられなきゃいけないよねということで、福祉

こそ国がやるべき政策。

教育は、地域、地域の特性を使いながらやっぱりやるべきものであって、教育こ

そ市町村が本来、全面的に取り組むべき課題なんじゃないのという話題になったん

ですね。主体性を持ってと、主体が今、何かちょっと逆転しているよねと。

実際、国あたりが基本的政策を考えて、最終的には教育委員会という形で市町村

で動ける形はとってあるんですが、入試制度なんかが「こうしなさい」と来てる中

で、余り自由度がないよねというところが今、問題に、先日ちょっとなったんです

が。

そういうことを考えると、やっぱり教育ってしっかり力を入れようがあるんだよ

なというふうにも思いますので、ぜひ、プロフェッショナル、先ほどから教育長の

お話を聞いてますと、しっかり情報収集されながら前向きにきっちり動かれている

のがわかりましたので、やっぱりどうしても投資的なところ、お金的なところでバ

ックアップしてあげなきゃいけないというふうに思います。

ぜひ、お願いしたいと思いますが、再度、お願いします。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

国の宝であり、また地域の宝であって、その親御さんの宝という部分で考えれば、

大切に地域力、社会力を持って育てていくと。

今さっきの今の親御さんはという話になりますけど、今の親御さんを育てたのは
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その上の人間でありますので、一概にその人たちが悪いとかいいとかそういう話で

はなかろうというふうに思っております。

何が悪かったのかという部分を、今後の子供たちにしっかり、「ほんならやっぱり

地域よね」とか、そういう話になっていければいいんじゃなかろうかと思っており

ますので、そこ辺はやっぱり宝として育てていくという部分で、教育には非常に財

政的に厳しい状況でありますけど、その中で配分しながら頑張っていきたいと、そ

ういうふうに思います。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

ぜひ、よろしくお願いいたします。

先ほどの話のところなんですけど、人間力というのも含めてなんですけど、「おも

しろいね」という言葉がラインでぽっときました。「おもしろいね」これをどう取る

か。言葉だけで「おもしろいね」自分が書いた言葉に対して。

ばかにしてる言われ方に聞こえることもあるんですね。無関心で言うこともある

んですね。要は、「おもしろいね」というその一言をとっても、本当に送り側と受け

取る側の感情によって全然、違うんだと。これをやっぱり解消するためには、人と

人がふだんから顔を突き合わせてしっかりしたコミュニケーションをとっていく。

それによって、この人の、この「おもしろいね」は、こういう意味だと。

例えば、それに絵文字がついてたときに、この人のこの「おもしろね」は、こう

いう意味だよねっていうのがわかり合えるような。やっぱりそこはコミュニケーシ

ョン、ふだんのコミュニケーションが必要なんだろうなというふうに、私はそのラ

インの話を聞いて感じたことであったのが一つ。

最近やっぱり動画、映像、いろいろな学校の中のいろいろな映像なんかもよく公

開されて、これもまた問題になっていますけれども、人を勝手に撮らない。自分を

撮らせない。こういったこともやっぱり教育の中で重要なことになってくるのかな

と。音も含めてですね。勝手な録音、録画はだめなんだよと。相手が、自分を撮ら

せるのもだめなんだよというのを、やっぱり守るという観点からしっかり教えてい

かないといけないのがこれからのこのネットの利用の大原則になってくるのかなと

いうふうにも思っているところであります。

ちょっと余談、これもラインからコマーシャルをもらってるわけじゃないんです

が、このライン社、今、全国２，５００カ所以上で今みたいな話の講演活動をして

回っているみたいです。全部、無料らしいです。

例えば、父兄向けだろうが何だろうが、先ほど言ったように危機管理のところか

ら起こっているということで、その危機管理的な講演もしてもらえるそうなんです

ね。こういったものをやっぱりうまく利活用しながら教育していくというのは、や

っぱり重要なことなのかなあと。これは子供だけじゃなくて、親、じいさん、ばあ

さん、そのあたりも。

ラインは今、じいさん、ばあさんも結構、入れてると思うんですよね。だからそ

ういったものも含めて教育というものが、今から重要なんではないかというふうに
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思います。

諸刃の剣、便利はいいものだけれども、裏を返すと非常に危険な道具にもなる。

これをうまく使いこなしていくのが、これからの社会のあり方なんだろうなという

ふうに思いますので、ぜひ、機会を捉えながら、おっしゃったようにライン社だけ

じゃなくて、いろいろなところがそういう教育プログラムを動かしているようでご

ざいますので。

一つの視点からではなくて、いろいろな視点で、こういうものを呼んで教育して

いくと非常におもしろいんではないかというふうにも思いますので、また、情報と

しておつなぎさせていただいて、以上で、質問を終わりたいと思います。どうもあ

りがとうございます。

【議長 甲斐 秀徳】

これで、６番 黒田 仁志議員の質問を終わります。

これで１０分間の休憩を取りたいと思います。

ただいま１３時４１分ですので、５０分まで。

（休憩：午後 １時４１分）

（再開：午後 １時５０分）

【議長 甲斐 秀徳】

休憩前に引き続き、会議を開きます。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第２ 議案第４９号 町道路線の認定についてを議題とし、質疑を行います。

【議長 甲斐 秀徳】

質疑を許します。

質疑はありませんか。

【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番、森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

この点につきまして、ことしの初めでしたか議会の全員で調査に行きました、去

年でしたかね。

地元住民からの非常に長い要望があったんですが、なかなか思い切った要望がで

きなかったわけでございますが、地元の区長会はじめいろいろな方が請願書を持っ

てきまして、それから急速に進んで、林道か町道にという案が出たわけですが、今

回、町道認定というようなほうで出てきましたものですから、地元住民は、もしそ

れが採択されれば非常に生活道なり今後の産業道路において大変、助かるんじゃな

いかというふうに、もしそれが今までのような作業道であれば、通れないことはな

いんですが非常に人が少なくなったということで、管理がほとんどできないという
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不安を覚えていたわけでございます。

今回、このような認定を表示していただきましたことを大変、ありがたく思って

おります。議会の皆様方の慎重な審議をお願いして、できるだけ採択していただき

ますよう、よろしくお願いをしておきます。

【議長 甲斐 秀徳】

ほかに質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、討論を行います。

反対討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

賛成討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

討論なしと認め、これで討論を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、議案第４９号 町道路線の認定についての採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第４９号 町道路線の認定については原案のとおり可決さ

れました。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第３ 議案第５０号 美郷町森林環境譲与税基金条例を議題とし、質疑を行

います。

質疑を許します。
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質疑はありませんか。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

この森林環境譲与税を使いまして補正というか、５８号で、一般補正に、４５０

万円ほど計上しておりますけども、予算的には４，０００万円くらい入るというこ

とでございましたので１０％強のお金を使う予定であるということがまず書いてあ

りますけれども、このお金の該当は第７条に該当するのかということで、お伺いし

たいというふうに思います。

【農林振興課長 中田 広喜】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

農林振興課長。

【農林振興課長 中田 広喜】

この基金の設立と今回の補正に関しましては、一応、基金におきまして３，８０

０万円の補正がされていると思います。それにまず組みまして、それで基金の設立

を行います。それで国のほうから交付があったということを明確にして、それから、

現在は一般会計という形での財源という形になっておりますが、その部分につきま

して使途をはっきりと今後の協議において明確にしまして、一般財源としたものに

つきまして、今度、積み立てた基金から財源に充当するというような形で支出して

いくという形になります。

以上です。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

ということであれば、この第１条に該当するということですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。
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【町長 田中 秀俊】

この基金条例はまだ、こういう形ではっきり使えるか使えないかがわからないと

いう部分で、今年度からそういう形で譲与金が来るから、これを基金に積み立てま

しょうという部分で持っていく条例、基金条例がないとそこに持っていけないとい

う部分で、基金条例を先につくり、そして後でそこに持っていくお金を入れると。

その中で、これで使っていいですよという部分があれば、そっちの事業はやると、

それに充当していくと。一般会計の中で。

令和２年度から、次からは、そういうことでこんげしてやりましょうと決まった

ら、これに何ぼ要ると、ここ、基金を取り崩しながらそっちのほうに入れて、一般

会計で処理していくという形の中で、基金条例を一応、「一応」と言ったら御幣があ

りますけど、しっかりした使い道がわからないという部分で、まだはっきりしてな

い部分がありますので、「設置していいですか」という話でありますので、そこ辺で

御理解いただきたいなあという部分であります。

【議長 甲斐 秀徳】

ほかに、質疑はありませんか。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番 黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

これに関しては、ずっとお話ししてきたように国は絶対、使い方を示さないそう

です。はっきり言われました。

なぜなら、交付金だから。権利は市長村が決定する権利があるということなので、

絶対、示さないということなんです。

要は、当初の目的に合った項目の中から、自分のところで合ってると思うものを

探して使えという言い方でありました。何でも考えていいよということで、非常に

それ以上は言いませんというのが国のスタンスです。

ただし、これだけはだめよというのは、上乗せとかそっちのほうは一般的な整備

予算の削減につながっていきかねないので勘弁してくださいというのが本年なんで

す。というので、そこは踏まえた上でなんですけれども、要は、毎年、毎年、それ

を使い切らないで余った分は基金化していくという考え方でいいのかという点。

それと、先ほど、課長は「協議する」と言ったんですが、その協議するというの

は役場の中で協議するという意味なのか、それとも関係するそういう団体等を含め

て協議するということなのかという点を教えてください。

【農林振興課長 中田 広喜】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

農林振興課長。
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【農林振興課長 中田 広喜】

それでは、お答えいたします。

まず、協議のほうからちょっとお答えしますけど、先の特別委員会の後での説明

会があったとおり、次の日も含めて各団体の方にもこういった情報を流して、庁舎

内だけではなくて庁舎外のほうの方の町民の意見をまとめながら使途は考えていく

ということで御理解をいただきたいというふうに考えます。

それから、基金のほうにつきましては、説明会で同じくあったように、この基金

をつくって設立しておかなければ基金に積み立てができないというふうになってお

りますので、こういった条例の制定をするものでございます。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番 黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

要はだから、その交付金として来たものを一応、まず基金として入れて、その中

で適してる使途に対して補正なりで変えていくという考えでいいんですね。はい、

了解。

それと、これも一度、言ったかと思うんですけれども、その協議の団体、もちろ

ん森林組合ももちろんでしょうけど、素材屋さんもちろんでしょうけど、多分、言

ったと思うんですけど、所有者の代表という形で林業研究グループというものをぜ

ひ入れていただきたいなと。所有者経営、実際に所有して回している方が多く存在

するのはそこですので、ぜひ、そういった団体もお忘れなくというのを言いたいん

ですが、いかがですか。

【農林振興課長 中田 広喜】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

農林振興課長。

【農林振興課長 中田 広喜】

先ほど、ちょっと言葉足らずでしたが、先般、説明会を行ったのが林研グループ

の役員会でございまして、今後、主な林研のほうの総会とかそういった形のほうも

情報を流していきたいというふうに考えます。

この議会の事前に、ちょうど北郷の林研グループ総会がございまして、その折に

は話をいたしまして、この基金等の内容等を、南郷でも行ったわけなんですけど、

その折にも、ぜひ皆さんのほうの御意見をお聞かせくださいというふうに、そこあ

たりは重々にお願いしたところでございます。

以上です。
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【議長 甲斐 秀徳】

ほかに質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、討論を行います。

まずは、反対討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

賛成討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

討論なしと認め、これで討論を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、議案第５０号 美郷町森林環境譲与税基金条例の採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第５０号 美郷町森林環境譲与税基金条例は原案のとおり

可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第４ 議案第５１号 美郷町景観条例を議題とし、質疑を行います。

質疑を許します。

質疑はありませんか。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】
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６番 黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

金曜日まで黙っておったから、ちょっといっぱいしゃべります。

これの２７条のところなんですけれども、美郷町景観審議会を置いて、そこで協

議していくということですが、どのような委員会委員を考えていて、どのような審

議会を、例えば、何回くらい開催するとかいうのが具体的にありましたら、お願い

いたします。

【建設課長 木原 浩一】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

建設課長。

【建設課長 木原 浩一】

お答えいたします。

まず、今からこの審議会の設置要項等を定めていくことになりますが、今、考え

ているところでは、委員構成としましては学識経験者、それから各種団体の長、事

業者代表、議会代表、あと町民代表とか。また、景観に詳しい方とかそういう方も

入れたほうがいいのかなということでは考えているところです。

これを何回、開催するかといいますと、まず、景観計画書につきまして審議して

いただくことになります。それで、中身を見ていただいて、問題ないなということ

であれば、１回で終わると思います。

それから、今後この景観条例が施行されますと、いろいろな届け出行為とかが発

生いたします。そうした場合に、その届け出の内容について、こちらが示している

基準に適合しない場合、そういう場合には審議会に諮って、こういう案件が出てま

すということで審議してもらうということになってきます。

ですから、明確に何回ということはなくて、そういう事案が出てくれば、そのた

びにそれを開催したいと考えております。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

はい、了解しました。

【議長 甲斐 秀徳】

ほかに、質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、討論を行います。
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まず、反対討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

賛成討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

討論なしと認め、これで討論を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、議案第５１号 美郷町景観条例の採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第５１号 美郷町景観条例は原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第５ 議案第５２号 美郷町使用料徴収条例の一部を改正する条例を議題と

し、質疑を行います。

質疑を許します。

質疑はありませんか。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番 黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

済みません、ちょっと「ん」と思ったのであえて聞きますけど、例えば、グラウ

ンドの使用料、今まで１，０００円だったのが１，０１０円にすると。本来、２％

しか上がらないはずなのに、１，０００円が１，０１０円というのはおかしくない

ですかというのがまず１点。

あと、それはありとしたときに、照明施設が２，０００円が２，０３０円。２，

０２０円ですよねと思ったので、ちょっとどうなのっていう感じでお伺いしたいと

思いますが。
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【議長 甲斐 秀徳】

暫時休憩をします。

（休憩：午後 ２時０６分）

（再開：午後 ２時０７分）

【議長 甲斐 秀徳】

議会を再開します。

【総務課長 下田 光】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

総務課長。

【総務課長 下田 光】

一応、今回の改正が２％アップということで、現行の使用料に１００分の８分の

１００分の１０ということで掛けたところ、１０円未満の端数が出れば切り捨てと

いうことで、１，０００円が１，０１０円になったところでございます。２，０３

０円についても、計算してこのようになったところでございます。１９円になって

も切り捨てと。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番 黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

わかりました。が、この１０円とか３０円て、要は飲み込めなかったかなあと。

例えば、ここはそういうのも含めてちょっと今まで安かったから上げるよと、こ

こはそれを含めても据え置くよと、もう少し据え置きがあってもよかったのかなあ

と。ある意味、社会体育施設とかって、やっぱり健康増進のために大いに使ってほ

しいのであれば、逆に値下げという形をとってもよかったのではないかなあとも思

ったりしたので、あえてなんですけど。

これと、その次の公共施設のあれと合わせてなんですけれども、ちょっとその辺

が思ったもので、お伺いするんですけど。

【総務課長 下田 光】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

総務課長。
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【総務課長 下田 光】

一部、政策的に見送りをした部分もあったんですけれども、全体的に消費税が改

正されるということで、光熱水費等も電気代とか水道料関係も負担をするというと

ころで一律に２％上げたところでございます。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

ほかに、質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、討論を行います。

反対討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

賛成討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

討論なしと認め、これで討論を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、議案第５２号 美郷町使用料徴収条例の一部を改正する条例の採決を

行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第５２号 美郷町使用料徴収条例の一部を改正する条例は

原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】
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日程第６ 議案第５３号 美郷町手数料徴収条例の一部を改正する条例を議題と

し、質疑を行います。

質疑を許します。

質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

討論なしと認め、これで討論を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、議案第５３号 美郷町手数料徴収条例の一部を改正する条例の採決を

行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第５３号 美郷町手数料徴収条例の一部を改正する条例は

原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第７ 議案第５４号 美郷町公の施設条例の一部を改正する条例を議題とし、

質疑を行います。

質疑を許します。

質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。



65

【議長 甲斐 秀徳】

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

討論なしと認め、これで討論を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、議案第５４号 美郷町公の施設条例の一部を改正する条例の採決を行

います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第５４号 美郷町公の施設条例の一部を改正する条例は原

案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第８ 議案第５５号 美郷町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正す

る条例を議題とし、質疑を行います。

質疑を許します。

質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

討論なしと認め、これで討論を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】



66

これから、議案第５５号 美郷町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正す

る条例の採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第５５号 美郷町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を

改正する条例は原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第９ 議案第５６号 美郷町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正

する条例を議題とし、質疑を行います。

質疑を許します。

質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

討論なしと認め、これで討論を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、議案第５６号 美郷町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正

する条例の採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】
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起立全員であります。

したがいまして、議案第５６号 美郷町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部

を改正する条例は原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第１０ 議案第５７号 美郷町立幼稚園条例の一部を改正する条例を議題と

し、質疑を行います。

質疑を許します。

質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

討論なしと認め、これで討論を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、議案第５７号 美郷町立幼稚園条例の一部を改正する条例の採決を行

います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第５７号 美郷町立幼稚園条例の一部を改正する条例は原

案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第１１ 議案第５８号 平成３１年度美郷町一般会計補正予算（第２号）を

議題とし、質疑を行います。

質疑を許します。

質疑はありませんか。
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【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番、園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

２点ほど、お伺いします。

一般会計補正予算の説明資料９ページ、神門保育所調理場改修。

以前から狭くて本当に不便であるという意見はずっと聞いておりました。これが

１，２３７万円ちょっとかけての改修ですけど、やはりかなり広くなるようなもの

かなと、ちょっと答弁をいただきたいと思います。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

規模的なものは町民生活課長のほうから答弁させていただきますけど、保育所の

どんどんどんどんお子さんがふえてという部分で、「町はどんげして考えておるか」

ということで、ずっと質問があって、「今後の流れの中で考えていく」という話なん

ですけど、この調理場を増設するという部分で、神門保育所は平成２６年度までは

僻地保育所と呼ばれていましたが、平成２７年度に法改正がありまして、小規模 B
型保育所となったということであります。

現在、神門保育所は２歳児未満児は給食、３歳児以上は弁当持参となっています

と。小規模保育所の認可基準の一つで平成２７年度から５カ年間の間に完全給食を

実施することとなっていました。今年度が最終年度です。認可基準にそぐわない場

合は、神門保育所が認可外保育所となり国・県補助金が削減されるか完全になくな

るということであります。

ですので、令和元年度までにそういう場所をつくらなければ認可外の保育所にな

りますよということがありまして、給食施設をつくり込むということであります。

その面積等については、課長のほうから説明をさせていただきます。

【町民生活課長 日高 隆一】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町民生活課長

【町民生活課長 日高 隆一】

今の神門保育所の調理場改修工事の予定としましては、広い遊戯室があるんです

けれども、あそこのほうに２メートル８５、幅が３メートル８０、合計で１０．８

３平米の増築をする予定になっております。
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以上です。

【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番、園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

やはりこれは相当な予算を必要としますので、改修後に「やっぱりちょっと狭い

よなあ」とかそういう、当然、保育所の職員から「せめて、これくらいの広さは欲

しい」という要望があったと思うんですけど、それに沿った改修であるものかどう

かをお伺いします。

【町民生活課長 日高 隆一】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町民生活課長。

【町民生活課長 日高 隆一】

保育所担当を介しまして、神門保育所の園長の要望等も含めまして、今回の改修

を予定いたしました。

以上です。

【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番、園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

１０．８３平米で１，２００万円というと、ちょっと私もわからないんですけど、

妥当なものかどうか、そこも含めて。

今度、予算が可決された場合、工事中の調理はどうするものか、お伺いします。

【町民生活課長 日高 隆一】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町民生活課長。

【町民生活課長 日高 隆一】

これも神門保育所の園長を含めて協議したんですけれども、予定では９月中に発

注をいたしまして２月中に完成と。この９、１０、１１、１２、１、２月、半年間



70

は弁当持参になるんではないかということで、まず、保護者の方への説明、その予

定を議会終了後にとる予定であります。

保護者の了解を得て、どうしても調理場、今、議員さんが言ったように１０．８

平米で１，３００万円じゃなくても全体的を改修するもんですから、器材、食器類

とかそういうものも全て含めております、１，２３７万７，０００円というのは。

それで、とにかく保護者説明が第一ではないかというふうに、園長とも協議してお

るところでございます。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

他に質疑はありませんか。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番 黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

うまいと継げればいいけんどと思って。

その件も含めてちょっと何点かお伺いします。

まず、説明資料の３ページ、予算書２６ページの非常用道路の件。

私が見るだけでも相当、箇所やられていて、ここだけではないような気がするん

ですね。河川におりていく非常用道路が傷んでいるところ。そのあたりの改修計画

なりあれば、また教えてください。

どうしても思うんですけど、あの道自体をほとんどのところが上流向きにおりて

いく道が多いんですよね。河川におりる道。逆じゃないかと思うんですよね。下流

のほうに向けていくと、やっぱり被災することって少ないんじゃないかとも思うん

ですけど、できたらそういったつけかえなんかもできるといいのになと。

もう一つあるのが、その牛山のダムのところが、この前、災害復旧でとうとうお

りられなくなってしまってるんですが、あの辺は見てるのかなあというのも含めて

お願いします。

説明資料の７ページ、予算書の２０ページのレイクランドの件です。

突発的な修理に対応するということで上がっておりますが、「こういったものは普

通、当初でしっかり組むべきではないのか」というふうに思ったので、その分を聞

きます。

それから、先ほど、園田議員が聞いた神門保育所の件。

これ、前の町長のとき、今の町長になってまだちゃんと言った記憶がないんです

けれども、あそこじゃどうしても狭いと、送迎にも苦慮しているような立地であり

ます。建てかえ自体をやっぱり考慮したほうがいいんじゃないかと、移設を。とい

う話をずっとしてたんですが、とうとう今に至ったと。で、今回やらないと大変な

ことになるということなんですが、まあ、どうしようもなかったのかなという点を

お伺いします、その辺も含めて。

先ほどのなんですけど、今からの説明で、果たして１０月着工で行けるのってい

う点もちょっとお伺いします。
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それと、説明資料の１１ページ、予算書の１７ページの不法投棄の件です。

不法投棄の要は後始末を町がしてあげますということになるのかなと思って、こ

れ、捨てた者勝ちじゃんていうふうにもとられかねんよなというふうにも思うんで

すね。現状、どうなってるのか、相当あるのか。

こういったものの取り締まりとかというのは、どのように行っているのかという

点を教えてください。

特に、タイヤの廃棄というのもちょっとよくわからないので、タイヤの廃棄もち

ょっと教えてください。

それと、説明資料の１４ページ、予算書の１８ページの堆肥バイオマスの件。

非常にいい取り組みだとは思うんですが、これは県内にありますよね。県内の視

察ではいけないのかという点を教えてください。

次に、説明資料１５ページ、林地台帳の１９ページの林地台帳の件です。

これは本来、本年の４月から林地台帳は活用されてなきゃいけない整理だったと

いうふうに思いますが、今から取りまとめをするようなふうに思うんですが、ちょ

っとここを教えてください。

それから、１６ページ、伐採期の件です。

これ、実は県に１回、言ったことがあるんですけど、保安林の伐採は県が出しま

すよね。伐採届による伐採期を今、出してるんですけど、もう一つ、経営計画によ

る伐採というのは、これは本来、届け出する必要がないんですよね。

完了した後、年度末にまとめて本来、伐採届というのは出す性質のものなんです

よね。なのに、旗がないと伐採できないというので、今、無理やり伐採届を出して

るんです。計画期というのがあっていいんではないかというふうにも思うんですが、

お考えをください。

２７ページ、予算書２９ページ、町単急傾斜。

これは、要望が出てきているものなのかなという点を、ちょっと確認させてくだ

さい。

説明資料３２ページ、予算書１０ページになるんですが、Ｗｉ－ｆｉの設置、非

常にすばらしいことだと思います。ありがとうございます。

ほかの施設も一度、言ったことがあると思うんですが、学校じゃなくてそういう

観光施設のＷｉ－ｆｉ化、ぜひ、もっと進めていただくといろいろな人の呼び込み

にもつながると思うので、お願いしたいなというふうに思います。

説明資料の３６ページなんですけど、先ほど、一般質問で言ったんですけれども、

南学園のことしか言わなかったんですが、もちろん北学園も、これもこの際にしっ

かり状況を確認してＷｉ－ｆｉ設備をしてほしいなと思いますが、よろしくお願い

したいと思います。

以上、ちょっといっぱいですけどよろしくお願いします。

【総務課長 下田 光】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

総務課長。

【総務課長 下田 光】

非常用道路の件について、お答えいたします。
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一応、消防用施設関係についてのそういう改修というか整備状況については、計

画的にやっているところですけれども、今回のこの非常用道路については、４月、

５月から区長さんとか消防のほうにそういう要望調査を出していただきまして、こ

の非常用道路については今のところ順番というか、整備計画の中に入ってなくて、

この分が上がってきた関係で整備したところでございます。

黒田議員が言われたように、「川下のほうに向けてやったほうがいいんじゃない

か」という質問、この部分は川下なんですよね。川下です。松田和男さんところの

下なんですよね。ほかのところをちょっと今、思い浮かべると、みんな川上のほう

に向かっているような気がするんですね。あそこの迎とか鬼神野尾迎とか、ほかの

ところ。だから、どちらに向きがいいのかというところで、川上に向いている分に

ついては、今のところ多少、洪水で崩れかけているところがありますけれども、車

ではおりられるような感じですね。

ここの部分については、やっぱりもう非常に傷んでますので、早急に対応が必要

かなということで対応したところです。

それから、牛山ダムについては、ダムのちょうど上ですかね。これは九州電力の

関係で九電のほうが、あそこはもう閉鎖したというような形でおりられないように

したんじゃないかと思うんですけど、またそこ辺は再度、確認をして、またお伝え

するということでよろしいでしょうか。

【企画情報課長 田常 浩二】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

企画情報課長。

【企画情報課長 田常 浩二】

御質問の７ページ、石峠レイクランドの突発性修繕についてですけれども、石峠

レイクランドの突発性の修繕費につきましては、当初予算で１０万円の予算を計上

しておりました。

ただし、夏場にエアコンの突然の故障等によって予算を使い果たしておりますの

で、今回、今後の突発性の修繕に対応するために１５万円の予算を計上させていた

だいたものであります。

施設も建設後２０年が経過しておりまして、予想だにしない故障が突如として出

てくることが想定されます。そういったことに対応するための予算計上でございま

す。

以上です。

【町民生活課長 日高 隆一】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町民生活課長。

【町民生活課長 日高 隆一】

黒田議員が質問されました移転については、ちょっと後で説明しますけど、今度
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のスケジュールで間に合うのかという件なんですけれども、ことしの６月の補正で

設計委託を補正させていただきまして、そのときに計上したときに設計の専門と、

それと打ち合わせしたところ、３カ月、４カ月くらいで改修は間に合うんじゃない

かということで、実施するようにということで始めたところでありました。

そして、保護者にも、その６月の設計をする段階で事前に説明はしております。

事前に説明というか、そういうことがありますよということを、内諾じゃないんで

すけれども、それを受けておると思っております。

それと、廃棄物の件なんですけれども、これは３つの旧村時代の不法投棄の家電

になるんですけれども、それぞれの旧村の量はわかりませんけれども、全て西郷の

ストック場のほうに集めております。それで、場所がもう足りなくなるというよう

な状況でして、そのためにリサイクル券というのも購入して処理しなければならな

いということだそうです。

それと、タイヤについても、これも不法投棄です。ホイルがついた、一番多いの

が一輪車のホイルがついたままの小さいタイヤ。ＪＡの給油所なんかにもまた再度、

リサイクルで使えるっちゃないかというような検討もしたんですけれども、余りに

も数が多くて、そして雨風にさらしてるもんですからもう使えないということで、

もう処分しかないということで、それも西郷のストック場のほうに置いてあります

ので、施設がもう自由に使えないというような状況になっておりますので、今回、

補正で計上させてもらって、もう全て処分をしようということになりました。

その移転については、今度の補正の前にも町長と協議して、町長は、「もう移転を

考えたほうがいいんじゃないか」ということを提案をしていただいたんですけれど

も、とにかく先ほど、町長が言ったように時間と場所の設定がなかなか難しくて、

グラウンドとかいろいろあるもんですから、児童福祉法の許可をとるためにも期間

が要るということで、もう今回はどうしても間に合わないということで、今の神門

保育所の現状で３歳以上の幼児に弁当を持ってこさせるというのは、ほかの田代小

と宇納間保育所ではちょっと考えられないことだったもんですから、それを早目に

改修したほうがいいんじゃないかということで、このように改修だけを急いでやろ

うということで提案させていただきました。

以上です。

【農林振興課長 中田 広喜】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

農林振興課長。

【農林振興課長 中田 広喜】

それでは、私のほうから堆肥バイオマス、それから林地台帳、伐採届の件につき

ましては、お答えしたいと思います。

まず、堆肥のバイオマス関係で、県内にあるということで、「あります」あります

が、この施設につきましては、堆肥をそのまま燃やすというような施設はございま

す。そうすると、結局、炉内にコールタールじゃないんですけど、物質が残りまし

て、その処分に全てその施設はすごい負担が後々かかってくるということで、南部

普及センターのほうから、それから椎葉、諸塚とうちとで協議しまして、堆肥の処

分にすごく困っているということのお話が出まして、それでいい施設はないかとい
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うことで、現在のところのこの補正予算のほうに組んでおります施設のほうに視察

に行ったらどうかということで、普及センターのほうから話がございまして、私た

ちもそれをネットで調べまして、連絡を入れて「よろしいでしょうか」ということ

で、今回、上げているところでございます。

それから、６番目の林地台帳の件ですが、これにつきましてはことしの２月、県

のほうからその林地台帳に伴うデータを各自治体がいただいたのが平成３１年、こ

としの２月にデータが来ております。急ぐところは単費で平成３０年度にデータ化

しまして、それをシステムを購入しまして、それに反映しているわけでございまし

て、データ化の限度は令和元年、ことしまでが３年間の措置として残っております

ので、今年度それをやろうということで、それを上げているところでございます。

それから、もう一つの伐採届の件ですが、これにつきましては届け出がその年度

末一斉でよいのかというのが、それ自体がちょっとお詳しいでしょうけど、ちょっ

と私がそれ、理解ないんですが、マニュアルがその中身まで届の時期まで変わった

のかどうかわかりませんけど、県のほうのマニュアルが４月１日によって変更にな

って、１ヘクタール以上の届け出のみ届け出の旗をかざしておってくださいという

のが結局、１ヘクタール未満であっても全てに施工場所のほうには旗をかざしとっ

てくださいということになりましたので、早速、それが補正を上げて、うちの美郷

町というものを下に入れて、その旗をつくっておかないと、施工の現場に旗の計上

ができないということで、今回、補正に上げたところでございます。

以上です。

【建設課長 木原 浩一】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

建設課長。

【建設課長 木原 浩一】

２７ページの町単急傾斜につきましては、これは７月豪雨で自宅が崩壊したとこ

ろでございます。全町としておりますけど、西郷地区であります。

以上です。

【企画情報課長 田常 浩二】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

企画情報課長。

【企画情報課長 田常 浩二】

３２ページのＷｉ－ｆｉ環境のことにつきましては、お試し滞在施設へのＷｉ－

ｆｉ環境の整備なんですけれども、御質問のありましたように公共施設のＷｉ－ｆ

ｉの環境の整備につきましては、現在、町内の公共施設十数カ所にはＷｉ－ｆｉの

環境は整っているんですけれども、その他の箇所につきましても、設置箇所を精査

しながら検討してまいりたいというふうに思います。

以上です。
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【教育課長 田原 博文】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育課長。

【教育課長 田原 博文】

３６ページの上段、タブレット導入の環境整備のためにＬＡＮケーブルの配線を

行うということで補正しておりますが、この分は養護教諭あたりも情報を使った保

健指導を可能にするために、保健室へのＬＡＮケーブルの延長ということで考えて

おります。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番 黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

神門保育所、それもやむを得ないんですけれども結局、ずっとこのことも問題に

なってきて、実際、神門保育所だけは、「だけは」と言ったらいけないんですけど、

相当、子供の数も多くて、実際は本当、あの面積ではまずいはずだというのもあり

ますよね。

なので、ちょっと、今回はこれでやむを得ないにしろ、早急にやっぱり移転の方

向で場所の選定等を行わなきゃいけないんではないかというふうに思いますので、

やむを得ないといえばやむを得ないんですけど、ぜひ、考えてほしいです。

それと、先ほどのお話であると、遊戯室が狭くなると。今、言ったようにただで

さえ狭いところをより狭くするんだがと。要は開園時に工事を行うことになるが、

その辺の安全配慮の話をちょっとお聞かせください。

それと、不法投棄のところなんですけど、今あるのは、西郷に集めてある分を処

分するという話だったんですが、今現在、不法投棄に対する取り締まり等はどのよ

うに行っているのかという点を、再度、お伺いします。

林地台帳については、もう要は県から来たのが遅かったので、活用には至ってな

いと。わかりました。やかましく言っておきます。

伐採期の件なんですけど、これ、経営計画というものの性質上を伐採届は年度末

にそれをまとめて出せばいいということになってるんですよ。計画どおり伐採して

るのでということなので、県もそのことはわかってるはずなんですけど、一々、要

は、計画どおりの伐採なので、本来は届け出しなくてもいいのに、わざわざ届け出

をしなきゃいけないという、計画者が負担がふえているのが今、現状なんですね。

計画を立てるというのは、それだけ楽にならなきゃおかしいことなので。で、県

はつくってないんです、その計画伐採の旗というものを。だからぜひ、そういうも

のをつくって、美郷町独自でできるのであればやってもらうと非常に助かるがなと

いう話なんですね。そこをもう一回、お願いします。
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Ｗｉ－ｆｉの件なんですが、北学園の件なんですけど、このＬＡＮケーブルがそ

の保健室の、というのはわかりますが、それと合わせてぜひ、教室内を精査してい

ただいて、そのＷｉ－ｆｉ環境の整備をまた御検討いただければというふうに思う

んですが、いかがですか。

【町民生活課長 日高 隆一】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町民生活課長。

【町民生活課長 日高 隆一】

まず、神門保育所の安全管理ということで、議員がおっしゃったように遊戯室の

スペース、幅が３メートル８０と長さが２メートル８０、約４メートルの３メート

ル、そういうスペースで出ていくんですけれども、玄関からの廊下がありますよね、

遊戯室に入るまでの。あの延長で改修をしますので、その安全管理というのはもう

十分に気をつけさせて、テントとか柵とかそういうものをつけてさせる予定であり

ます。

物すごく幼児園数が多いもんですから、保育所の先生たちも精神的にも肉体的に

も大分、負担をかけるだろうとは思うんですけども、よくなるからということで了

解を得てもらって、もうどうしようも、動きが、ストレスがとれないもんですから、

工期も迫ってるしということになってくると、大変、そこら辺、恐縮なんですけれ

ども、協力を願ってるというような状況です。

それと、不法投棄のごみなんですけど、流れ的なものは地主とか地域の人からの

通報が第一報です。それによって職員が現場に行きます。粗大ごみか粗大ごみでな

いのか、そういうものを判断しながら、それを収集しまして、その後に不法投棄で

すよという看板を設置して、不法投棄を防ぐ手だてというのは、もうそれくらいし

か誰が不法投棄したのかというのもわからないもんですから。

ただ、家電製品なんかには製造番号が書いてあるもんですから、製造番号も大分、

調べさせた経緯もあったんですけれども、なぜかしら不法投棄の製造番号がはいで

あるんですよ。だから、そこまで考えて不法投棄をされている、町内の方ではない

とは思うんですけれども、町外とかからも不法投棄があると思うんですけれども、

そういうことでもう事前に防ぐということがなかなか厳しいもんですから、今のと

ころは看板でその不法投棄防止ということで注意をしておるところであります。

以上です。

【農林振興課長 中田 広喜】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

農林振興課長。

【農林振興課長 中田 広喜】

林地台帳のデータについては、「２月になった」という、そのとおりでございます。

余りやかましく言うと、今度はこちらのほうに戻ってきますので、そこは適当にお
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願いしたいと思います。

それと、もう一つ経営計画についての旗です。これについては、現状、１ヘクタ

ール以上ということでの取り扱いというか、県のほうの指導でなってきたのが４月

１日で全ての皆伐について旗を上げてくださいということで、その要項が変わって

きた、マニュアルの一部が改正されたということでありますので、これは再度、私

のほうでも直接、確認していきたいというふうに考えております。

以上です。

【教育課長 田原 博文】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育課長。

【教育課長 田原 博文】

御指摘のとおり安定した通信を確保して、事業を安定的に行えるという環境をつ

くることが大事だと思いますので、それぞれの学校におきまして、校舎の形状、教

室の数、階数、場所、距離等がまた随分、違いますので、それぞれの学校に応じた

きめ細やかな対応をさせていただいて、環境をつくり上げていきたいと考えておる

ところでございます。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番 黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

今、ちょっと移転の話が、移設の話がなかったんですが、これは町長として政策

的にお考えになるところをお願いします。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

私が一番、思ったのは、保育所の登下校中というか、あそこはちょうどアイショ

ップがあって、どこがどこやらわからんという部分を見たときに危ないなあという

感覚で、中がどうのこうのという感覚はそんなになかったというか、そのところに

行って中に入って、見てませんので。

今後、子供たちがふえてくれば、どうしてもという部分が出てきますので、それ

と、「急には」という部分で、保育所だけを移せば良いとかという、幼保一元化とか、

いずれやっぱりそういう流れの中でというか、考えていったほうがいいのかなあと
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いう部分では、やっぱり今から先は検討する必要があるかなあと。

ただ、動向を見てて、これで間に合うなという部分であれば、安全性の確保を図

らなければなりませんけど、もう少しあそこら辺をどうかできんなあという部分は

思っておるところであります。

【議長 甲斐 秀徳】

ほかに質疑はありませんか。

【１番 山本 文男】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

１番、山本 文男議員。

【１番 山本 文男】

短く１点だけ、質問いたします。

宇納間地蔵尊下にカーブミラーをつけることになるようですが、確かに門川町方

面から行くと、左方面が西郷から来る車が見えにくくて不便だったです。ここには、

「柱なし」と書かれてますが、今ある何かのポールか何かを、今ある柱を利用して、

そこに設置する予定なんでしょうか、お伺いします。

【総務課長 下田 光】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

総務課長。

【総務課長 下田 光】

ポールについては、また現場を見ながら、ポールが、電柱があることはあるんで

すけれども、現場を見ながら、また設置をしていきたいと思います。

また、あそこが景観的にも、そういうものを設置したときに景観的に見苦しい部

分もあるんじゃないかという意見もあるんです。そういうところも配慮しながら、

現場の状況を見て、設置をしていきたいと思っております。

よろしいでしょうか。

【１番 山本 文男】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

１番、山本 文男議員。

【１番 山本 文男】

景観に問題があるとすれば、これはもう取り消すということもあり得るんでしょ

うか。



79

【総務課長 下田 光】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

総務課長。

【総務課長 下田 光】

一応、住民から要望がありまして、区長さんのほうにも前区長さんに意見を聞い

たところ、やっぱり必要だというところでありますので、設置はいたします。

ただ、設置の仕方については、ちょっと現場を見ながら、現場の景観に合ったよ

うな形で設置をしていくということで考えております。

【１番 山本 文男】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

１番、山本 文男議員。

【１番 山本 文男】

はい、よろしくお願いします。

【議長 甲斐 秀徳】

他に質疑はありませんか。

【４番 川村 義幸】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

４番、川村 義幸議員。

【４番 川村 義幸】

説明資料の１０ページの水道設備の件でちょっとお伺いします。

個人負担金というのが、恐らくこれ、％で上げてるんだと思うんですけども、こ

の１個で運営している水道の方は本当、負担金が多いと思うんですよね。この辺も

ちょっと考慮できるような方法はできないのか。

個別割にしたときに、１人で５万３，０００円、工事費額にも寄るんですが、ち

ょっとこの辺が不平等かなあと思うんですけども、いかがですか。

【町民生活課長 日高 隆一】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町民生活課長。

【町民生活課長 日高 隆一】



80

この小規模水道施設は、補助条例の中に載ってまして１世帯でも１件でも申請が

上がった場合には、こういう負担金が高くなるのはもうわかってるんですけれども、

それよりも水が欲しいということで、地元の方からの要望が主なもんですから、議

員がおっしゃるように３世帯で割るのと１世帯で割るのと大分、負担が違うんです

けれども、これくらいの負担はかかりますよというのは事前に報告をしながらでも、

その地元からの要望が来るもんですから、そういうことで今回、補正で計上させて

いただいております。

【４番 川村 義幸】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

４番、川村 義幸議員。

【４番 川村 義幸】

わかりました。多分、そういうあれだろうとは思ってたんですけども、やっぱり

これはちょっと不平等な部分があるから、これからは町のほうで考えていろいろと

助けてやっていかないと、生活する上での水は不可欠なものですので、平等の水を

飲ませてもらえたらありがたいかなと。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

他に質疑はありませんか。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

説明資料の７ページ。

農林産物直売施設管理運営費の中で、美郷インＰＲ事業という項目がありまして、

全体で１７４万円のうちの７５万４，０００円が補正の分で上がっておりますけれ

ども、これは何かということで、美郷インＰＲ事業、美郷インイベント事業といろ

いろ３つほどありますけども、これは何かということ。

それから、次のページのこれも企画課なんですけども、アロマ千年の香りプロジ

ェクトということで、全体で５４６万２，０００円、企業版のふるさと納税を使う

ということで、誰が、どういう方々がやって、この備考にゆずとかクロモジ、ゆず

を、備長炭やらいろいろまぜてするのかと。アロマというのはどういう、美肌関係

だろうというふうに思うんですけども、何かなあということ。

それから、先ほど、黒田議員が言いました１３ページのデザインﾊﾞﾝというところ

で、稼げる農業、本当に稼げるているのかということで、新規パックをバックアッ

プできるように今、畜産でも新規でやってる方が何か危機感を感じて、年をとって

までも支払わないといかんローンみたいに苦しんでいるような状態ですので、現状
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は今、こういう誘致というか移住・定住をしていただいても、来ていただいた方が、

「ああ、こりゃあいかんわ」ということでは困るから、後々。だからもうちょっと

バックアップできる体制を、町からの上乗せ事業はもうちょっとテコ入れできない

かと。これ、４４万円ですね。ＰＲ。本当なのかというような疑いの目があるんで

すけど、パンフレットだからそういうふうにあるのだというふうに思うんですけれ

ども、うそを書くといかんじゃろうから、後で来てがくっと来るといかんから。

それから、これは黒田さんが言いましたように、参加予定が改良普及センター、

椎葉村、諸塚村、美郷町ということで挙げられておりますけれども、堆肥の処分場

でこれ、町村が共同でつくるような施設は考えてないのかということ。

堆肥は、私のところは買ってるんですよね。だから、そういうことでもうちょっ

と情報の共有というか、処分に困ってる方は、私のところは１台３，０００円くら

いで買ってるんです。足りないから。時期的には。だから、そういう共有ができて、

私のところの受け入れができれば、私以外の方でも買う人がいるんじゃないかなと

いうようなことで、もうちょっと情報を回してもらえればありがたいというふうに

思っております。

以上、とりあえず。

【企画情報課長 田常 浩二】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

企画情報課長。

【企画情報課長 田常 浩二】

お尋ねのまず７ページです。

特産品ＰＲ事業ですけれども、この事業は県単事業であります持続可能な地域づ

くり応援事業の補助を受けて行うものであります。この事業は、県及び市町村が策

定しました地方版総合戦略の推進を図るために県、市町村、地域が一体となって行

う事業に対して支援を受けられるものでありまして、最長３カ年の事業で実施する

こととなっております。

今回は、美郷、夢郷、愛の郷、丸ごと美郷ＰＲ事業という事業名のもとに県の認

定を受けまして、平成３１年度を初年度としまして３３年度までの継続事業であり

ます。

内容としましては、目的のところにもありますように美郷町内で生産されます特

産品ですとか特産品をメニュー化してる飲食店を美郷印ということで認定をしまし

て、美郷町でとれます特産品などを広く周知し販路を拡大していくことが狙いでご

ざいます。

事業の内容としましては、３本の柱を持っておりまして、１つ目に、今、申し上

げました美郷印ＰＲ事業ということで、美郷印というロゴを設けて、その美郷印の

認定のもとに特産品ですとかそれぞれの飲食店を認定してＰＲをしていくというも

のであります。

２つ目が、美郷印イベント事業ということで、皆さんも御承知のとおり若草ＨＵ

ＴＴＥというのが宮崎市の若草通りにございます。こちらを美郷町の情報発信のベ

ースキャンプとして位置づけまして、宮崎市と美郷町をつなぐ場所として、そこの

おきまして生産者をＨＵＴＴＥのほうにお招きして、トークセミナーですとか、先
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ほど申しました美郷町の特産品を使っておりますレストランなどのイベントをそち

らで開催するものでございます。

さらに３つ目としましては、美郷印体験ツアー事業ということで、今、述べまし

た美郷町の特産品のよさを実際、美郷町に足を運んで体験していただくということ

で、それぞれの特産品の収穫時期に合わせました体験ツアーなどを計画していると

ころでございます。

以上です。

引き続きまして、８ページの美郷文学賞に伴いますアロマ千年の香りプロジェク

トについてでございます。

まず、この文学賞について、ちょっと触れさせていただきたいと思います。

議員おっしゃいましたように、この事業は企業版ふるさと納税という制度を用い

て実施するものでございます。そういった企業版ふるさと納税とはと申しますと、

志のある企業が地方創生を応援する税制ということで、平成２８年度からスタート

しまして、令和元年度、本年度までの特例措置でございます。

これまでは企業が寄附しますと、通常３割の損金算入というのがされていたわけ

なんですけれども、この特例措置を受けますと、その軽減効果が３割からさらに３

割上乗せされた６割が法人税等の軽減が受けられるといったようなものでございま

す。

ただし、どこでも寄附をしていいのかということではなくて、内閣府のほうに地

域再生計画というものを提出している自治体の事業にのみ、この寄附金が適用され

るといったような事業でございます。

美郷町としましては、西の正倉院ですとか百済王族にかかわる文学賞という切り

口をもとに美郷町をＰＲしていこうという事業を内閣府のほうに提出しまして、承

認を受けているものでございます。

お尋ねのありましたアロマ千年の香りプロジェクトといいますのは、これからの

稼ぐ観光という視点のもとに、西の正倉院に入っていただきますと、ヒノキの香り

がまだすごく残っているかと思います。そういったものをイメージする商品化とい

うことで、アロマというところに着目したものでございます。

実際、全国の自治体でも山のほうでとれますスギですとかヒノキ、さらにはクロ

モジといったものをアロマ化して販売している団体もあるようでございます。美郷

町は、そういった資源ですとかに大変、恵まれているところでございますので、そ

ういったものを商品化できるようにということで、今年度、初年度として取り組ま

せていただきたいと思います。

事業の内容ですけれども、今年度は議員、おっしゃいましたようにアロマがどう

いったものかというのを住民も知らない方が多いことから、アロマの講師を招きま

して、町民の方を対象にアロマの講座を開設したり、実際にそれぞれのこういった

ものはどうかと考えられるような素材を持ち寄って、実際にアロマをつくってみた

りとか、今後の商品化に向けた調査の段階であるということで捉えていただければ

と思います。

以上です。

【農林振興課長 中田 広喜】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】
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農林振興課長。

【農林振興課長 中田 広喜】

それでは続きまして、１３、１４ページについての答弁をしたいと思います。

稼げる農で呼び込む中山間地域移住定着促進事業ということで、４４万円上げさ

せていただいておりますが、これにつきましては、何もこちらのほうからいつわり

だけを述べてＰＲをするというものでもなくて、ことし町長のほうが、新しい課、

政策推進室というものを設けて、それとあわせまして企画情報課、そしてうちの農

林振興課というふうに横の連携をとりつつ、収益性の高い経営とともにＵＩＪター

ンの方をこちらのほう、うちのほうにはどういった経営がある、どういったやり方

でやればこういった成功もあるというようなＰＲ、そして、それをもとに定住まで

図っていくということで、まずはその受け入れのパッケージの策定、それを今年度、

実施するものでございます。

それが県の補助２分の１をもちまして実施されるものでありまして、これからそ

のライフステージ関係、収納関係、住宅、農地のあっせん、それから定住に向けた

フォローアップ、それについての最初の第一段階をやっていこうという計画でござ

います。

それから、１４ページの堆肥関係の分ですが、これについては先ほど、話したよ

うに先般の椎葉、諸塚、それから南部普及センターの担当者、課長の会議でも、ど

ういった形ができるかということで、議員が言われましたとおり共有なものもでき

るのではないかとか、やっぱりその位置的に無理なのかということも考えの中には

選択肢の中にはあるんではなかろうかということでありますが、なかなかそれも今

度は運搬関係で難しいとか、そういったことも出てきておりますが、それもほんと、

今後、協議できるものではなかろうかというふうには考えます。

それと、先ほど、情報の周知というか共有ということで話があった件ですが、私

も聞いた中では、全てちょっと堆肥のほうが処分に困っているということがずっと

聞いた中では、その話ばっかり出ておりましたので、そういった不足しているとこ

ろがあったということであれば、そちらのほうに回したいとは思いますが、それで

あっても相当な分が処分に困っているというふうな話は伺っておりますので、そう

いったことを図りつつ、この事業を進めていきたいというふうに考えております。

以上です。

【７番 富井 裕瑞】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

７番、富井 裕瑞議員。

【７番 富井 裕瑞】

時間も押してますので。大体、わかりました。

そして、もう一点、聞くのを忘れてましたが、２２ページです。

町道維持管理費の中で８００万円ほど補正に上がっておりますけれども、全体で

２，１００万円ですけれども、町長、このごろ町政懇談会が和田でありましたけれ

ども、そのときに、私は前々から言ってるんですけども、切る場合ですよ、あかめ

る、道路の路側というか法面を切る場合、草刈り機が届く範囲を切るんですね、法



84

面だけ。上を切らないんですよね、上。上のほう、がぶっとってですよ、その雨の

ときがあると、まず下がりますもんね。それとか、ガードレールがあります。ガー

ドレールから外の５０センチないし７０センチを外したところにメッシュさくを張

りなさいというような指導を受けましたね。そこまでは道路だというふうに認識し

てますので、ガードレールの外までは切っていただければありがたいと。ちょっと

がぶってくるんですよ、どうしても。そういう管理をしていただけば、見通しがき

くような道路になるというふうに思うんですけれども。

今後、その維持管理費の中で、コストが高くなるかもしれないけれども、そうい

った指導もしていただけばありがたいというふうに思います。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

確かに、結局、垂れ下がってくるということで、なかなか切るにも切れない。よ

くよく考えていくと、どこまでうちのほうが道路じきとして管理をしていくのかと

いうことになっていくのかなあと。結構、大きな木やらとかそんげなやつは上のほ

うにあって、その枝がグリーントンネルという形になってきてると。だから結局、

所有者の部分はないのかという部分もあるっちゃないかという部分で、結構、のり

じりよりか、かなり上から木が差しかかっていて、それが雨やらが降るとそんげし

てなるという部分で、非常に通行の妨げになっているというのは現状だと思ってお

ります。そこまでこちらのほうが全部、やらないかんかという部分は、またまた検

討でしょうけど、やっぱりそこまでうちが管理せないかんかという部分も検討して

いきたいとは思いますが、そのガードレールの外５０センチというのは、それはそ

れでやっていけば、そこまで切れば、ある程度の見通しはつくと。

ただ、そのグリーンカーテンをどういう形で処理していくかという部分は、ちょ

っと今後、検討させていただきたいというふうに思います。

グリーンカーテンじゃなくてトンネルじゃね。

【議長 甲斐 秀徳】

他に質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、討論を行います。

反対討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）
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【議長 甲斐 秀徳】

賛成討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

討論なしと認め、これで討論を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、議案第５８号 平成３１年度美郷町一般会計補正予算（第２号）の採

決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第５８号 平成３１年度美郷町一般会計補正予算（第２号）

は原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

ここで、７分間の休憩をとりたいと思います。

ただいま２時１３分ですので、２０分から再開します。

（休憩：午後 ３時１３分）

（再開：午後 ３時２０分）

【議長 甲斐 秀徳】

休憩前に引き続き、会議を開きます。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第１２ 議案第５９号 平成３１年度美郷町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第１号）

日程第１３ 議案第６０号 平成３１年度美郷町介護保険事業特別会計

補正予算（第２号）

日程第１４ 議案第６１号 平成３１年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計

補正予算（第１号）

日程第１５ 議案第６２号 平成３１年度美郷町簡易水道事業特別会計

補正予算（第２号）

日程第１６ 議案第６３号 平成３１年度美郷町農業集落排水事業特別会計
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補正予算（第１号）

日程第１７ 議案第６４号 平成３１年度美郷町国民健康保険診療所事業

特別会計補正予算（第２号）

日程第１８ 議案第６５号 平成３１年度美郷町国民健康保険病院事業会計

補正予算（第２号）

【議長 甲斐 秀徳】

お諮りします。

議案第５９号から議案第６５号までの７件を、一括議題とし、一括して質疑を行

いたいと思います。

これに御異議ありませんか。

（ 「異議なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

異議なしと認めます。

したがいまして、７件を一括して質疑を行うことに決定しました。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、７件を一括して質疑を行います。

質疑を許します。

質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

お諮りします。

議案第５９号から議案第６５号までの７件を一括して討論を行いたいと思います。

これに御異議ありませんか。

（ 「異議なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

異議なしと認めます。

したがいまして、７件を一括して討論を行うことに決定しました。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、７件を一括して討論を行います。

討論はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）
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【議長 甲斐 秀徳】

討論なしと認めます。これで討論を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これから、議案第５９号 平成３１年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）の採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第５９号 平成３１年度美郷町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

続きまして、議案第６０号 平成３１年度美郷町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）の採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第６０号 平成３１年度美郷町介護保険事業特別会計補正

予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

続きまして、議案第６１号 平成３１年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計補

正予算（第１号）の採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。
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したがいまして、議案第６１号 平成３１年度美郷町後期高齢者医療事業特別会

計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

続きまして、議案第６２号 平成３１年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）の採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第６２号 平成３１年度美郷町簡易水道事業特別会計補正

予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

続きまして、議案第６３号 平成３１年度美郷町農業集落排水事業特別会計補正

予算（第１号）の採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第６３号 平成３１年度美郷町農業集落排水事業特別会計

補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

続きまして、議案第６４号 平成３１年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会

計補正予算（第２号）の採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。
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したがいまして、議案第６４号 平成３１年度美郷町国民健康保険診療所事業特

別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

続きまして、議案第６５号 平成３１年度美郷町国民健康保険病院事業会計補正

予算（第２号）の採決を行います。

この採決は起立によって行います。

【議長 甲斐 秀徳】

本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。

（ 起立全員 ）

【議長 甲斐 秀徳】

起立全員であります。

したがいまして、議案第６５号 平成３１年度美郷町国民健康保険病院事業会計

補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。

【議長 甲斐 秀徳】

日程第１９ 認定第１号 平成３０年度美郷町一般会計

歳入歳出決算認定について

日程第２０ 認定第２号 平成３０年度美郷町国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算認定について

日程第２１ 認定第３号 平成３０年度美郷町介護保険事業特別会計

歳入歳出決算認定について

日程第２２ 認定第４号 平成３０年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計

歳入歳出決算認定について

日程第２３ 認定第５号 平成３０年度美郷町簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算認定について

日程第２４ 認定第６号 平成３０年度美郷町農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算認定について

日程第２５ 認定第７号 平成３０年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計

歳入歳出決算認定について

日程第２６ 認定第８号 平成３０年度美郷町国民健康保険病院事業会計

決算認定について

【議長 甲斐 秀徳】

お諮りします。

認定第１号から認定第８号までの８件について、一括して町長に対する総括質疑

にしたいと思います。

これに御異議ありませんか。

（ 「異議なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】
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異議なしと認め、８件を町長に対する総括質疑とします。

これから町長に対する総括質疑を行います。

通告順に質疑を行います。

通告順に質疑を許します。

６番、黒田 仁志議員の質疑を許可します。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

済みません、ちょっと質問の前に確認なんですけど、これ、１問ずつ３回ですか。

【議長 甲斐 秀徳】

全部で３回です。

【６番 黒田 仁志】

まとめてやって３回ですか。

【議長 甲斐 秀徳】

まとめていいです。

【６番 黒田 仁志】

はい。何か久しぶりなので、ちょっといろいろとごちゃごちゃになっていて混乱

しておりますので、よろしくお願いします。

済みません、２点ほどお伺いしたいと思います。

まず１つ目は、公債費率についてです。

公債費率がずっと下がってきていることは非常にいいことだというふうに思いま

す。平成２９年度から平成３０年度は若干、少し上がったんですけれども、押しな

べて下がっているというのは非常に安定的にはいいことだというふうに思います。

しかし、実際、どこまで下げようと思ってるのかというのを教えていただきたい。

場合によっては、先ほどから言うように教育等に投資が必要であれば、思い切って

町債を発行して借り入れを行って一気に事業進捗を図るというのも、もうここまで

下がってくれば、そろそろそういった攻めの展開もあっていいのではないかと思い

ますので、そこをちょっと教えてください。

それと、監査報告にある指摘事項について、幾つかお伺いします。

物件費の増加傾向をどう捉えて対処していくおつもりなのかという点を教えてく

ださい。

光熱水費というものも非常に大きくなっております。どのようにお考えなのかと

いう点。

あと、システムの保守管理料が高いというのは、私も予算・決算委員会の審査の

ときに割とよく指摘させていただいております。これ、本当に何か対策をとらない

といかんなというふうに思うんですが、このあたりについて、教えてください。
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あとは、収入未済額の減少については現年度未収が大きく減少していることは、

全協のときにもお伺いしました。これは非常に、大変評価できることだと思います。

職員の皆様方の頑張りに敬意を表したいというふうに思います。公正公平な負担と

いう観点から、さらに頑張っていただきたいというふうにも考えますが、そこを教

えてください。

それと、これ、ちょっと通告外のことで二、三点なんですけど、やはり決算監査

のところで指摘がありました要は使わなかったお金、不用額の件なんですけど、例

えば、簡易水道特別会計とか農水の特別会計とかは、やっぱり町民の安心安定な暮

らしで一日でも早くみんな実現してほしいというふうに思ってることではないかと

いうふうにも思います。

それで、今回も補正に上がってますけど、こういった額であれば、３月補正でそ

れを上げて飲み込んでいくこともできたんではないかというふうにも思います。そ

ういったことを配慮していくことはできないのかという点を１点。

あと、国際交流のことなんですけれども、今、うちの相手先である韓国、国際関

係が非常にぎくしゃくしておりますが、大変なときだからこそ、そういう交流、草

の根交流というのは続けていくべきだというふうにも思いますが、実際、交流員の

方がこちらにいらしておりますが、この方に対して不快な思いをされているという

ことはないのかというところを危惧しております。そこを教えていただければと思

います。

よろしくお願いいたします。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

ありがとうございます。公債費比率が下がっていくということはなかなかいいこ

とだというふうに思っておりますが、どこまで下げる気かという話でありますが、

結局、事業展開しなかったら、起債を借りる必要はありませんので、どんどんどん

どん際限なく下げていくことは可能だというふうに思っております。

ですので、今後、分母も小さくなって分子が大きくなれば、当然、その公債費比

率費は上っていきます。で、言うように危険ラインになると、今度は協議という部

分で、できる事業もできなくなるという話の中で考えていかなければなりませんの

で、やっぱり今、適正化計画の中で公債費を固めてるという部分で、ことしつくり

かえないといけませんので、やっぱりそこは守っていきたいと。ですので、今が一

番いい形かなという部分であります。

ですので、そのときそのときに、議員おっしゃるようにやらなければならない事

業が出てきたら、どうしても起債は起こさなければなりません。起債はやっぱり過

年度にみんなで負担していただくという部分が前提となりますので、何でもかんで

も起こせばいいかという部分じゃなくて、やっぱり後年度負担の部分で起債を担う

若者、そういう人たちに余り負担をかけないような形で、やっぱり考えていく必要

があるかなというふうに思っております。本当に背中を押されるようでありがたい

ことかなあと思ってますが、公債費比率を現状のままにおいて考えていきたいと。



92

起債残高と今度は基金残高という部分のバランスで、基金はそれぞれの目的の中

でつくりますので、私の頭の中では同額くらいで、借金と貯金が同等というのが多

分、１０億円くらい違うかなと。借金が多いという感覚ですので、何かそこ辺がバ

ランスが合う中で、いろいろな事業展開が図られていけばいいなあというふうに思

っております。

そしてまた、来年度、国勢調査をすれば、単位費用というか人口が今、５，２０

０人くらいではじいていると思いますので、それが下がったら、今度はそれではじ

きます。そして、一本算定という形になってきますので、非常に厳しくなってくる

というのはもう目に見えてますので、やっぱりそういう制限をかけて、しっかりと

していくのがいいことかなというふうには思うところであります。

続きまして、次の物件費ということでありますが、本当に物件費の増大が非常に

大きくなっているということであります。

光熱水費もなんですけど、やっぱり今言う委託料ですよね。これがどうかならん

かという部分で、こちらのほうで専門家というか、専門の職員もいませんのでなか

なか難しい部分はあるんですけど、今後やっぱりそういう人間を育てていきながら、

ちゃんとその見積もりやらを見切る力というか、そういう部分の職員をやっぱり育

てていかんと、これ、１００万、２００万はがらっと変わるんじゃないかなという

部分があります。

全国津々浦々これはこれですよという部分はもういたし方ないとしても、やっぱ

り独自の部分とかそういう部分はやっぱり検討していくべきではなかろうかと。

光熱水費やらでも今、電力自由化ということで九電さんやらもどんどんどんどん

見積もりを、「これでどうですか」という部分でそういう部分で下げることは可能と

いうことで、そういう努力はしてまいりたいというふうに思うところであります。

次に、今言うシステムの保守管理はそういう形でやっていかんと、やっぱりこれ

が一番、硬直化してくると、金額が大きいから、「何で、そんげ要るとか」という話

になったときに、「そんげ要るんですよ」と言われれば、もうそれで終わりというこ

とで、わからんから。なかなか苦慮する部分ですが、やっぱりそういう職員を、専

門職を入れるということじゃなくて、そういう専門的になっていって、ちゃんと見

積書を見切れる職員を育てていくということも大切な部分かなというふうに思うと

ころであります。

収入未済額については、評価をいただいて、こういう形でなってますが、まだま

だ未済額があるということであります。

本当に税務課の職員、徴収のほうはある程度、税務課の職員が法にのっとってし

かりやってます。ですので、今までしなかった執行というか、強制執行を含めて、

「責任は」という部分は私がとるという中で、税務職員が嫌な面を受けながらもや

っていると。中には、いろいろな納税者がいまして、やっぱり脅迫じゃありません

けど、そのくらいやっぱり電話がかかってきて職員の情報共有をしているところも

あります。ですが、やっぱり公平公正をやるためには、悪質な納税者といいますか、

それは毅然たる態度で今後もやっていかんと、「何であれがして、何でここが悪いと

か」という話になると、ほんと公正公平がたもてられませんので、そういう形でし

っかりやっていきたいと思います。

税務職員は評価していただいて、ありがとうございます。にもかかわらず、今度、

債権管理ということで、全てが網羅してきますので、やっぱりそこ辺の未済額とい

う部分にはしっかりとした目を向けて、取れるところからは取ると、無理なところ

は仕方がないという部分が法的に許されるものであれば、そういうことは早く執行
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しながら、課税の公平公正をしっかりと努めていきたいと、そう思うところであり

ます。

あと、不用額です。

不用額を残すということは、なかなか担当にとって、それこそ救急に何かが起こ

ったときに予算がないと「流用、充用するな」という話の中で言ってますので、や

っぱり残したいという気持ちはわかります。ですので、そのときに、普通、昔だっ

たらやっぱり精査して余残な金というか、お金なんですけど、歳出から落とすと、

もう不用額ということで落とすと。そうすると、執行率が非常に高くなって、残っ

てる金が少ないと。だから、結局、ぴしゃんぴしゃん合うというか、そういう形で

考え方があるんですけど、不用額、何が起こるかわからないという部分もあります

ので、議員が言うように不用額が残ったから、そういうことをしていいかという話

もまた別問題で、しっかりとしてそこ辺で出てくれば、それに使っても何ら問題な

いという気はしますけど、使わないということがわかれば、やっぱり予算上の補正

を上げて、歳出から落とすべきかなというふうに思っております。

あと、国際関係なんですけど、ちょっとやっぱり一番大切なのは民間交流は非常

に大切だと思っております。チョロンさんに関しては、ちょっとわかりませんので、

教育長のほうで。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

国際交流のことにつきまして、説明させていただこうと思っております。

ことしの韓国との交流につきまして、私も交流員と同行しまして韓国のほうに行

ってきましたけれども、向こうに着いた日に、「美郷町と会うことはできない」とい

うことで、扶餘邑のほうからはねられたんですけれども、これまでの歴代の交流員

の方々が、初代からずっとの方々が扶餘邑のほうに直接、電話を入れて、「そんなこ

とでいいのか」というような形の電話を入れていただいて、結局、最終的には担当

者、若い女性の方だったんです結局、担当者が来られて、私たちのところに来られ

て、美郷町のお土産と田中町長の手紙というものをしっかり渡して、「美郷町として

は、これからもずっと続けていきたいと思ってる」ということをはっきりと伝えま

したところ、向こうからも「実は私たちもこの交流事業は大切にしている。ただ、

今の情勢からして、こういうことで動けないので、今回は、どうしてもお断りしな

ければなりませんでした」というようなこともおわびの挨拶がありました。

そのいきさつをしている間に、やっぱり担当者であるその国際交流員は非常にも

う責任を持って、つらい思いをしておったんですけれども、「もう全然そんなことは

気にするな」ということで、「一緒にやっていこう」という形で、今も元気にやって

おります。

今、ちょうど滋賀県のほうで研修に行っておりまして、十日ほど他の県の交流員

と一緒に研修を積んでいるところなんですけれども、帰ってきましたらすぐに学校

を回ったりして、交流事業とか活動に参加することになっておりますので、皆さん、

一緒に元気で、教育課としても盛り上げていきたいと思っております。
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以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

まず、公債費比率の件なんですけれども、重々、わかるんですよ。実際に怖がる。

怖いというのもわかるんですが、じゃあ、最終的にどうよという話になったときに、

要は幾ら美郷町が頑張っても、国民という立場で見たときには、ほかの市町村が配

慮しなかった分のつけというのは、結局、国民として私たちにも回ってくるわけな

んですよね。

そういうのを見聞きしながらも考えると、じゃあ、うちばっかり我慢する必要も

ないじゃないかという、非常にわがままな意見なんですけれども、とも思わなくも

ない。だから、非常にいいすばらしいお考えなんですけども、結局、ほかのところ

の分を負担するくらだったら、自分のところの分を負担したほうが、まだ町民も納

得するんじゃないかとも思うので、また、少しそのあたりも攻めに転じてほしいな

というところもありますので、もう一度、そこをお願いいたします。

それと、システムの件なんですけれども、これも何度も言ってるんですけど、い

ろいろな機械を買うだけにしても、役場単価というか、公単価があるみたいだと私

は今、よく考えます。補助事業というだけで機械の単価がぽんとはね上がったりし

ているような状況です。

やはりこのあたりを精査するのも、もっと必要だというふうにも思うので、だか

ら、場合によっては本当にこれ、公正取引委員会にたたいていいんじゃないかと思

うくらいのこともあるんですけれども、本当に不思議な単価が横行してます。民間

単価と公の単価というものの差、ギャップというのをよく感じることもあるので、

ちょっと言われたままに余りにも出し過ぎてるんじゃないかなというのもあるので、

そういったことの精査ができるような状況というのをもう一度、構築するというの

は本当に重要なことだと思うので、ぜひ、取り組んでいただきたいというふうに思

うところであります。

収入未済額の件、おっしゃるとおり取れない部分はやむを得ないというところは

あるんですが、やはり、中には「あん人は、そんげして言いながらもパチンコしよ

るよね」という情報なんかが入ったりする場合もあるんですよね。だもんで、みん

な不公平感を余計、覚えてる。「あそこからは無理よ」と思ってる家庭があるのも、

それも確かです。

ただ、一方で、そういうふうな情報が入る場合もある。そうすると、やっぱりど

うしても嫌な思いをみんながしてしまうというのもあるので、だからやっぱりそう

いった周囲の調査というのも、しっかり合わせて行いながら、慎重な対応というも

のをしていただかなければいけないのかなというふうにも思います。

そこ辺を含めて、もう一度。

不用額、予算として落とせというだけでもなく、わかるんです、予備費として的

な面である程度、キープしていくのもありでしょうけれども、例えば、水道系とか

本当に急を要するようなものを来年度まで待ってくれというくらいなら、３月補正
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で組んでやることによって、ある意味、４月、５月あたりのいろいろなところの仕

事の不足に対する穴埋めができたりすることもあり得るかもしれないというのも含

めながら、補正対応が何とかできて、動ける部分は早目に動いていただけばという

ふうな思いがありますので、ちょっとそこでお願いしたいなというのはあります。

交流員なんですけれども、とりあえず今、こちらにいる間は、その不快な思いを

するような、彼女に対する風当たりが強いとか、そういうことがないんでしょうか

という点なんです。快く、気持ちよくやっぱり仕事をしてもらいたいと思いますの

で。

今のところをもう一度ずつ、お願いしたいと思います。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

公債費比率がどこがいいとかという部分じゃなくて、町に合った力という部分で、

合わせてつくっていかないかんという部分でありますが、国民云々という部分で言

えばそうかもしれませんけど、やっぱり財政健全というか赤字団体ですね、夕張市

がなったと。夕張市はどういう形で受けたかというと、やっぱり夕張市がペナルテ

ィーを受けてやっていったと。

そう考えれば、美郷がそうなれば、美郷町が受けるという部分で、美郷町が１０

年かかって財政をもとに戻すということであれば、町民にはね返ってくるというの

は言うまでもありません。

ですので、どんどんどんどんそこで夕張市も人口が減っていったと。悪循環では

なかろうかという部分で、やっぱり法人である以上、そういう倒産もあり得るとい

うことを考えれば、やっぱり今さっき言ったような考え方の中で、町民に迷惑をか

けないように、そのときいろいろな事業を精査して、やっぱり町民のためにという

部分で起債を起こさなければならないということであれば、やっぱりそれはしてい

きますけど、縛りをつくってやっていくほうが、ひいては町民のためになっていく

のではなかろうかというふうに思っております。

でも、やらなければならない事業、やるべき事業は必ずやっていきたいというふ

うに思っております。

物件費のシステムの委託料なんですけど、確かにわからない部分が多いと。そし

て、ここの会社、今まで 1 社随契が割と多いという部分で、非常に硬直化をしてい

るのかなという部分があります。ですので、そういう部分はもういたし方がないと

しても、やっぱり見積もりを出してもらったときに根掘り葉掘り聞いて、それを見

れる、「これは、ほんなら要らんちゃないと」という部分で、やっぱりそこ辺をしっ

かり言える職員が欲しいなというふうに思います。

あと、納税関係なんですけど、そういういろいろな人がおって、いろいろな方が

そういう形で耳に入ってくるということで、税務課とか役場職員が周囲の調査をす

るとかそういうことはまずそぐわないということであります。ですので、公平に課

税をしたら公平に徴収するということが基本ですので、その中で徴収が一遍に納税

ができない場合には、いろいろな形で分納とかそういうことをやってずっと来てま
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すので、その中でそういうことが起こらないというか、そのように思いながらやっ

ているはずです。「やっぱりここは無理よね」と、「ここはいかんね」という部分は、

やっぱり「いかんね」という部分には、しっかりとメスを入れて、強制力を持った

差し押さえ、そういう部分をやって換金して納税に努めるという形をとっていきた

いと。

不用額については、予算総計主義、結局、要るからそのときに予算を上げたとい

う部分が、総計主義というか、幾らだったと。

例えば、入札やらをして、その不用額が出てくると。不用額が出てくれば、もう

それは要らないはずだという話ですね。その事業に関しては。与えられてる事業が

それですので、やっぱり組みかえをするべきだというふうに思いまます。事業で不

用額が残ったら、その不用額を落として、同額をこういう事業に使いますという分

で上げるのが、やっぱりそれは議会のほうを軽視してないという部分で考えますの

で、ほんならこれで余ったから、ほんならこれでという話じゃなくて、やっぱりそ

れはしっかりとした、こういうことが起こったから、これは１回、１００円落とし

ます。そして、この事業で１００円使いますと。プラスマイナスゼロですというだ

けの話で、やっぱりそうするべきじゃないかと。

本当に要らなければ、やっぱり不用額として残すんじゃなくて、やっぱり予算か

ら落とすと、そういうことじゃないかなというふうには思います。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

国際交流員のことに関してですけれども、国際交流員に対しても、あるいは交流

事業をやっている美郷町に対しても、１件の苦情というかそういうものは全く来て

おりませんので、今のところ気持ちよく仕事についていただいております。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

了解です。やっぱりしっかりした縛りがある中でということで、その辺は。

ただ、ある程度、積極的な気持ちを持って、ぜひ、公正に出ながらうまくやって

いただければというふうに思います。

システムは本当におっしゃるとおり、どうしてもそこに関してある程度、知識を

持たないと。よく言われるのが、「このシステムを入れるときに、これがあると便利

ですよ」と。結局、全然、使わないものをくっつけられて、それが実は結構な金額

だったということもあるかもしれませんので、やっぱりしっかり見れる人というの
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を育てていただきたいというふうにも思います。

未済額についても、本当におっしゃるとおりやっぱり公務員がそれを聞いて回る

わけにもいかないでしょうけれども、風のうわさは耳に入るでしょうから、うまく

その辺は風のうわさというものを活用しながらやっていただきたい。

不用額という、その言ってるのは、要はおっしゃってるとおりなんですよ。それ

を３月議会くらいである程度、目鼻が見えたときに、この事業を先にやっておくと、

来年度のを繰り越してあげるといいよねっていうのを、できたら補正で、予算案で

３月補正で出していただけると、私たちも非常に快く通していけるかと思いますの

で、また今後、御配慮ということでお願いいたします。

交流員さん、本当に、恐らく日本国内ではそんなに攻撃的なところは今のところ

極端にはない、一部の右翼的な団体くらいだというふうには思うんですけれども、

とにかく彼女がここでもし、事件に巻き込まれるようなことがあったら、これこそ

また大きな問題にもなりかねませんので、十分な御配慮をお願いいたしまして、も

ちろん、教育委員会だけではなく全職員、全町民でやっぱり守ってあげるという意

識をしっかり持って、同じ人間だということをよく教育していかなければいけない

なというふうにも思いますので、ぜひ、今後ともよろしくお願いいたします。

いろいろなところで町長も本当に積み残しが多かったものを一生懸命、前に進め

ようとされている姿勢というものも含めて、非常に私は評価しておりますが、大変

でしょうけど、教育長も。いろいろな改革の中で大変でしょうけれども、ぜひよろ

しくお願いいたします。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

ほかに質疑はありませんか。

（ 「なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

質疑なしと認めます。

これで総括質疑を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

お諮りします。

認定第１号から認定第８号の８件について、議長を除く１０名の委員をもって構

成する平成３０年度決算等審査特別委員会を設置し、会議規則第３９条の規定によ

り、お手元に配付しております議案附託表のとおり、これに附託の上、審議したい

と思います。

これに御異議ありませんか。

（ 「異議なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

異議なしと認めます。

したがいまして、認定第１号から認定第８号の８件については、議長を除く１０

名の委員をもって構成する平成３０年度決算等審査特別委員会を設置し、お手元に



98

配付しております議案附託表のとおり、これに附託の上、審議することに決定しま

した。

【議長 甲斐 秀徳】

引き続いて、特別委員の選任を行います。

お諮りします。

特別委員の選任については、委員会条例第８条第４項の規定によって、お手元に

配付しました名簿のとおり指名したいと思います。

これに御異議ございませんか。

（ 「異議なし」との声あり ）

【議長 甲斐 秀徳】

異議なしと認めます。

したがいまして、特別委員はお手元に配付しました名簿のとおり選任することに

決定しました。

【議長 甲斐 秀徳】

ここで、委員長及び副委員長の報告を行います。

平成３０年度決算等審査特別委員会の正副委員長については、申し合わせ事項及

び議会運営委員会決定事項のとおり、委員長に副議長の那須富重議員、副委員長に

総務厚生常任委員会、委員長園田 義彦議員。

なお、特別委員長及び副委員長の任期は、今定例会の会期中とします。

附託した８件につきましては、平成３０年度決算等審査特別委員長は、よろしく

お願いいたします。９月１２日までは委員会審査となります。明日、９月１０日は

９時からの会議となりますので、時間を間違えないようお願いいたします。

【議長 甲斐 秀徳】

以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会いたします。

【事務局長 小田 広美】

「一同・起立・礼」お疲れさまでした。

（散会：午後 ４時００分）


